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人類の未来と自然との共存を
デザインする技術者

校　長　丁子　哲治

　これまで、本校の学習・教育到達目標を取り上げてき

ましたが、残るは「人類の未来と自然との共存をデザイ

ンする技術者」です。

　技術が社会や自然環境にどのように影響を与えたか

は、歴史をみればよくわかります。鹿児島高専の学生諸

君には、150 年程前に渡英した Satsuma Students の時

代を話題にしてみましょう。当時の英国では、第 1 次産

業革命の成熟期でありました。この産業革命の時代の技

術が社会や自然環境に与えた功罪の例を考えてみましょ

う。

　Satsuma Students が到着する直前まで英国ではコレ

ラが大流行していました。コレラは、コレラ菌で汚染さ

れた水や食物から感染することから、その対策として下

水道が整備されました。Satsuma Students はロンドン

で下水道を見ているはずです。下水道水の処理技術の開

発はもっと後世になりますが、とにかく下水道の普及に

よってコレラの大流行はほとんど終息しました。これは

技術による成功例と言えましょう。

　一方で、英国の産業革命の初期にはエネルギー源とし

て木炭に頼っていたのですが、そのため殆どの森林が伐

採され、その結果として現在の英国では丘陵風景となっ

たとされています。木炭が無ければ産業革命は進みませ

んので、これまで使うことを嫌っていた石炭を使うこと

になります。石炭が嫌われたのは燃焼時に発生する悪臭

ガスでしたが、大量に使うことによってさらに大規模な

大気汚染がもたらされます。Satsuma Students がロン

ドンに滞在していた時代が、その時です。残念なことに、

Satsuma Students は、英国の高度な技術に目を奪われ

るばかりで、技術の負のところには気付かなかったよう

です。このような英国での環境破壊や人々の健康被害に

ついては、産業革命以前から予測されていましたが、産

業革命による経済効果が優先され、十分な対策が講じら

れてこなかった経緯があります。

　日々、新しい技術が開発され実装化されて、私たちの

生活が豊かになってきていますが、一方で日常的に技術

によるリスクと隣り合わせの状況となっており、リスク

回避の対策が不可欠となっています。リスク回避ができ

ないと人々の生活や自然環境に大きな被害を及ぼすこと

となります。このような、新しい技術による功罪はどの

ように予測できるのでしょうか。

　これまで学んだことに基づいて、論理的に考えれば、

かなりのことが予測できます。良く学習し論理的思考を

働かせる必要があります。これを演繹法と言います。し

かし、十分なデータがない現象に対しては演繹法に限界

がある場合があります。そこで、現在の複雑な種々のシ

ステムに対しては、IoT や AI を駆使したビックデータ

に基づいた解析が行われようとしています。このような

方法は帰納法の一種です。しかし、膨大なデータに基づ

く解析によって相関性が確認できても、そのことによっ

て因果関係を示すとは言えません。ここが帰納法の限界

です。すなわち、演繹法と帰納法のバランスが必要と言

えます。

　第 4 次産業革命が始まっている今日、既存技術と情報

技術の融合による高度化によって、さらに複雑なシステ

ムが生み出されようとしています。同時に、技術者とし

てはそのことが人間社会にどのような影響を与えるの

か、自然環境とどのように調和するのか、という未来予

測ができなくてはいけません。学生諸君には、国連サミッ

トで採択された、2030 年までの国際目標である SDGs を

学び、データで検証可能な論理的思考の力を身につけ、

人類の未来と自然との共存をデザインできる技術者とし

て、未来を切り開いていって頂きたいと希望します。
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『志学寮』と学生生活
寮務主事　野澤　宏大

　かつて本校は全寮制を敷いていたため、ほとんどの学

生が何らかの形で寮と関わっていました。平成 28 年度

に１年生全寮制が廃止されて以降、学生寮のことをまっ

たく知らない、という学生・保護者も少なくないと思い

ます。まずは、学生寮の基本的なところから紹介してみ

ましょう。

　「本校の寮は、志学寮と称する。」とは、鹿児島高専学

寮規則の第３条に謳われている文言です。平成 30 年 12

月現在、志学寮では 531 名（男子 477 名、女子 54 名）

の学生が共同生活をしています。志学寮は最大で 600 名

程度の学生を収容することが可能であり、全国でも最大

規模の高専寮の一つとなっています。居室棟は七つあり、

それぞれ第一志学寮（一志）、第二志学寮（二志）、第四

志学寮（四志）、第五志学寮（五志）、第六志学寮（六志）、

第七志学寮（七志）、および女子志学寮（女志）という

名前が付いています。通常は、括弧内に示した略称で呼

ぶことが多いです。これらの棟のうち男子寮は一志、二

志、四志、六志、七志の５棟、女子寮は五志、女志の２

棟となっています。居室棟のほかに、敷地内には事務室

（寮務係）、食堂、男子浴場、屋外洗濯場などの建物があ

ります。なお、自宅通学生は寮の敷地に入ることはでき

ませんので、図１に志学寮全体の見取り図を示します。

図１　志学寮の見取り図

　ここまで読んですぐに気づくことは、

　「どうして第三志学寮（三志）がないのですか？」

ではないかと思います。中学生及び保護者に志学寮の説

明をした際に、そのような質問が出たこともありました。

三志という名の棟は、平成 19 年 3 月までは確かに存在

していましたが、耐震強度不足のため解体されてしまい

ました。写真１に在りし日の三志の姿を示します。現在、

四志にだけは自習室・補食室はありません（外付けの洗

濯室はあります）。その理由は、三志の解体と密接に関

係しています。実は三志と四志は内部でつながった構造

になっていたのですが、自習室・補食室・洗濯室といっ

た共用スペースがすべて三志にあったのです。

　その後、平成 24 年度に新しい棟が建設された際に、

「三志が復活するのでは？」

との期待もありましたが、結局三志は今も欠番のままで

す。新棟の名前は、六志の次ということで七志となった

のです。ところで志学寮の居室棟の中で、一番古い建物

はどれでしょう？今の話の流れからすると答えは一志の

ように思えますが違います。実は二志です。

 写真１　解体直前の第三志学寮（平成 19 年 3 月撮影）

　今でこそ収容人数にある程度の余裕がある志学寮では

ありますが、1年生全寮制を敷いていた平成 27 年度まで

は、入寮希望者の数が収容可能人数を上回っていました。

2 月の入寮審査の段階では、新入生約 210 名分を開けて

おく必要があったため、寮に残ることを希望しても、寮

を去らざるを得ない上級生も少なくありませんでした。

現在は入寮する新入生は 150 名前後を推移しており、そ

のおかげで助かっている上級生も少なくないでしょう。

　平成 27 年度には、女子寮生の収容人数不足問題に直

面しました。当時は女志しかありませんでしたが、定

員 48 名のところに女子留学生２名が加わったため、一

般女子寮生の定員が 46 名となったのです。一方で本校

の女子学生の数は増加傾向にあり、女子学生の収容人数

を増やすことが喫緊の課題となりました。女子寮を新た
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に増築するという案は、予算面から現実的なものとは言

えません。どうしても、男子寮の一部を女子寮に転用す

る必要が生じました。そこで白羽の矢が立ったのが、平

成 25 年度に女志の改修が行われた際、女子寮に転用さ

れた実績のある五志です。平成 29 年度から、五志を再

び女子寮に転用することができ、女子学生の収容人数不

足を解消することができました。参考のため、過去４年

間の女子寮生数の推移を表 1 に、男子寮生数の推移を表
2 に示します。平成 29 年度以降の前期の男子寮生数が、

平成 27 年度と比べてちょうど五志の定員分（34 名）程

度だけ減少しています。前年度に 1 年生全寮制を廃止し

たおかげで実現できたとも言えます。

表１　女子定員と女子寮生数の推移

表２　男子の推移。平成 28 年度に１年生全寮生廃止

寮の日課時間
　朝の起床時間は 7時で、ここで最初の点呼があります。

天気が良ければグラウンドでラジオ体操、天気が悪けれ

ば廊下で整列点呼となります。寒い冬の時期は、晴天時

も廊下で整列点呼となります。その後、朝食時間を経て

各自登校していきます。参考までに、ある日（10月 10 日）

の 8 時ちょうどから 8 時 50 分までの寮生の登校状況を

図２に示します。細かくてわかりにくいですが、この日

はこの 50 分間に 500 名の寮生が登校し、そのピークは

8 時 25 分ごろと、35 分ごろにありました。残りの 30 名

は、8 時前に登校していることになります。なお、授業

時間中は各棟の入り口は施錠されており、中に入ること

はできません。忘れ物をした際は、クラス担任または科

目担当教員の許可があった場合のみ対応しています。

 

図２　10 月 10 日の寮生の登校状況

　3 限目（14 時 30 分まで）の授業が終わる前には、各

棟の玄関は開錠されています。帰寮した寮生たちは、自

由に過ごすことができます。部活に励む学生や外出する

学生もいれば、ひたすら一番風呂を狙う学生もいます。

ちなみに入浴時間は 16 時 30 分から 19 時 50 分まで、夕

食は 17 時 30 分から 19 時までとなっています。

　中間点呼（19 時 55 分）終了後、20 時から 23 時まで

は自習時間となっています。自習時間には「完全自習時

間」と「自己研修時間」というものがあります。前者は

自室で自習しなければいけない時間帯で、他室訪問も厳

禁です。後者は休憩時間のようなもので、寮内を自由に

行き来できる時間帯となっています。

　23 時の最終点呼後は、基本的には就寝するための準

備をする時間となっていますが、使い方は自由です。24

時消灯で、以降は翌朝まで居室のコンセントも使えなく

なります（エアコンは除く）。一連の志学寮日課の流れ

を表 3 に示します

表３　志学寮の平日の日課時間
行事・イベント
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　今年度の志学寮の主な行事・イベントを、以下に示し

ます。

　４月　５日（木）開寮・寮オリエンテーション  

　４月　８日（日）寮リーダー研修 

　４月１４日（土）寮生マッチ

　４月１８日（水）学寮避難訓練

　４月２３日（月）寮生総会

　５月１６日（水）寮生講話

　７月　２日（月）寮七夕飾りパーティ

　８月１１日（土）閉寮

　９月３０日（日）開寮

１２月　６日（木）留学生パーティ

１２月２２日（土）閉寮

　１月　６日（日）開寮

　１月１６日（水）志学寮パーティ

　　　　　　　　　寮長選挙

　２月２３日（土）閉寮

　様々なイベントが開催されていますが、ここで寮生会

の面々が大いに力を発揮します。寮生会は学生組織で、

寮長、副寮長、統括、文化委員、生活委員、衛生委員、

報道委員、および補佐からなり、今年度のメンバーは

31 名（男子 25 名、女子 6 名）です。寮に関する各種行

事・イベントの他、1 日 3 回の点呼も切り盛りしていま

す。開寮・閉寮の際には、車の交通誘導を行っているの

で、寮生の保護者の方は、彼らの働く姿を見かけたこと

があると思います。

　改めて行事・イベントを眺めてみると、「パーティ」

という文字が３つあります。ここではそれら「七夕飾り

パーティ」、「留学生パーティ」、および「志学寮パーティ」

の３つについて簡単に触れてみましょう。主な寮生会の

担当部局は、文化委員となります。

　七夕飾りパーティはその名の通り、七月の七夕の時期

に実施します。普通の寮生は、より簡単に「七夕パーティ」

と呼んでいます。寮生が七夕飾りを準備し、スイカなど

の果物を食べて楽しんでいます。何故スイカなのか、と

いうことについては、誰も知りません。七夕パーティの

時期が近づいてくると、自己研修時間（21 時 20 分から

22 時）を利用して、多目的ホールにて有志が黙々と七夕

飾りを作る姿を見ることができます。また七夕飾り用の

竹に関しては、舎監の中神さんがご自宅の竹林から手ご

ろなサイズのものを毎年提供してくださっています。一

同、非常に助かっています。

　例年は屋外で開催している七夕パーティですが、今年

度は台風が接近していたため、急遽屋内の多目的ホール

に会場変更をしました。その様子を写真 2 に示します。

屋内の七夕パーティも、なかなか楽しかったです。

写真２　多目的ホールに設置された七夕飾り

　留学生パーティは、毎年後期の適当な時期に実施して

います。今年度は、後期中間試験後の 12 月 6 日に実施

しました。参加者は外国人留学生と寮生会メンバーだけ

で、お互いの親睦を深めるための催しとなっています。

今年度の外国人留学生は全員男子で、マレーシア出身者

２名、モンゴル出身者 1 名、カンボジア出身者２名の計

５名となっています。各自に自己紹介をしてもらったあ

と、クイズやゲーム（写真 3 参照）を楽しみました。年

度により、内容や会場に多少の違いがあり、留学生・寮

生会の出身地紹介が行われたこともありました。

写真 3　留学生と寮生会のジェンガ対決

　志学寮パーティは、毎年１月中旬に寮長選挙とともに

第一体育館で実施します。こちらも「寮生パーティ」と

呼んだ方が、通りがいいと思います。イントロクイズ、

モノマネ、豪華景品の当たる抽選会（写真 4）など、毎

年なかなかの盛り上がりを見せます。これら一連の余興

の中で、毎年のように新たなスターが生まれており、改

めて鹿児島高専生のポテンシャルの高さをうかがい知る

ことができます。

　開催時期が 1 月なので当たり前ですが、この時期は非

常に寒いことが多いです。以前は若さで乗り切っても
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らっていましたが、さすがに限界があります。期末試験

を前に体調を崩しても困りますので、最近は石油ファン

ヒーターを導入して、皆が暖かく過ごせる寮生パーティ

になるようにしています。

写真４　抽選会でゲーム機が当たりました

学習
　新入生が自学自習の習慣を身に着けることを目的とし

て、「1 年生集合自習」を実施しています。5 学科を順番

に多目的ホールに集め、前期中間試験前に 3 回、前期期

末試験前に 2 回、後期中間試験前に 2 回実施しており、

後期末試験前にも 2 回実施予定です。自室での自習とは

異なり、友人同士で相談も可能なので、写真 5 の様に自

分たちに合った学習方法を模索する学生たちもいます。

写真５　「島」を作って学習に取り組んでいます

　試験の時間割発表以降の時期は、3 年生以下の学生を

対象に「学寮チュートリアル」を開催しています。自分

でわからない箇所を、写真 6 の様に専攻科生チューター

に質問することができます。教えることは新たな学びに

つながります。これは、専攻科生にとってもいい経験に

なっています。

写真 6　専攻科生チューターに質問中

　日課時間の項でも触れたとおり、通常は 24 時に消灯

となります。しかし、試験時間割発表日から試験最終日

前日までの期間に関しては、消灯時間が午前２時まで延

長されます。寮生用語で、これを「延灯」と呼んでいま

す。また各棟の自習室は、消灯時間と関係なく使用する

ことができます。昨年度までに、すべての自習室へのエ

アコン設置も完了しています。消灯時間後であっても、

時には夜遅くまで（早朝まで？）レポートを書かねばな

らない場合なども出てきます。そんな時、大いに役立つ

のが自習室ですので、大いに活用してほしいです。ただ

し、使用後の電灯とエアコンの切り忘れにだけは注意し

てほしいです。

おわりに
　以上、「志学寮と学生生活」というお題に関して、駆

け足で書いてみました。「今年度から新たに寮内無線 LAN

を導入」、「乾燥機を増強中」、「洋式トイレ増加中」など、

まだまだ足りない点が多々あることは重々承知しており

ますが、それらを全て書き出すと紙面がいくらあっても

足りません。この特集以外にも、高専だよりの中には「志

学寮だより」という項目もありますので、そちらも参照

していただければ幸いです。

　それでは、このあたりで締めとさせていただきます。
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一日体験入学
教務主事補　屋地　康平

はじめに
　2018 年度一日体験入学は，8月 5日 (日 )に開催され，

県内外の中学校から，448 名 ( 男子 364 名，女子 84 名 )

の参加者を得て，盛況のうちに幕を閉じました．当日の

大まかなタイムスケジュールを表 1 に示します．当日は

朝から日照りが厳しく *1，14 時頃にかけて気温が上昇し

真夏日となりましたが，参加者の体調不良などはなく，

全員が無事に，予定された日程を終えることができまし

た．

体験実習
　体験実習は，90 分間で，高専での創造教育（実験・工作）

の一端に触れることができる，ものづくり体験イベント

です．毎年，一日体験入学の目玉イベントにもなってい

ます．今年も，各学科の教員と技官，学生が，特色ある

テーマを立ち上げ，実験・工作の魅力を，参加した中学

生にアピールしました．参加者は，主催者の想いに応え，

熱心に実習に取り組みました．各学科の実習テーマを表

2に，実習状況の概要を図 1に示します．

保護者向け学校説明会
　保護者向け学校説明会は，中学生が体験実習に参加し

ている時間帯を利用して行われました．

表 1　主なイベントとタイムスケジュール

１鹿児島の AMeDAS によると，日中の最高気温はおよそ 34℃を記録

しました．
２２部制を採りました . 中学生は前半組と後半組に分かれ、入れ替

わりで体験実習してもらいました．（① 9：00 〜，② 11：00 〜）
３午後は，参加者が自由に参加する形を採りました．自身の予定が

終了し次第，流れ解散としました．

１，２年数学補習
教務主事補　白坂　繁

　本校では，豊かな未来を創造できる開発型技術者を育

成することが教育理念です．そのためには，理工系の最

も基礎となる数学の修得が必要です．

　ですが，現状では数学の修得が不振で，結果，他の理

系科目・専門科目の修得も難しい学生が多くいます．

　原因は，中学校と比べて，①内容の高度化，②授業の

速さ，そして何よりも③自学自習，積極的な学習の不足

にあると思われます．

　そこで，教務委員会では，2014 年より以下のような

数学補習を実施し，授業内容の補填，自学自習の習慣づ

けを試みています；

・方法：用意された基本的な問題を解き，分からない問

　　　　題は，教科書等で調べるか，TA(専攻科生)に質

　　　　問して解決する．

・対象：定期試験の成績をもとに，数学科で選んだ１，２

　　　　年の数学の成績不振者40名．

・日時：原則，１年生は木曜日の４限，２年生は月曜の

　　　 ５限に60分間行う．

　今年も，前期中間試験・期末試験，後期中間試験後に

補習を実施しました．無事，不振から立ち直った学生も

おりますが，どうにもスランプから抜け出さない学生も

おります．

　数学不振の学生の殆どは，分からないから解けないと

いいます．それは一面真実ですが，一面間違っています．

「泳ぎ方」の本を読んで理解してからプールに入る人は

いません．泳ぎながら理解するしかありません．数学も

同じです．解きながら理解するしかありません．

　学生諸君には，補習の趣旨を理解し，自ら学習をする

習慣をつけてほしいと切に願う次第です．また，保護者

の皆様にも，学生への励ましをお願いする次第です．



―6― ―7―

　教務主事より，高専に入学してからの学修や卒業後の

進路等の概要を紹介しました．保護者の中には，初めて

高専の概要に触れる方も多くおられ，高専と高等学校と

で異なる様々な事情や，関連する話題について，一様に

熱心にご聴講いただけたのではないかと思います．説明

会会場の状況を図 2に示します．

表 2　体験実習のテーマ

図 1　体験実習の様子

学科展示
　学科展示は，実際に学生が授業で製作した展示物を間

近で見ることができるイベントです．展示物のほとんど

が，体験実習では触れることができなかった，より専門

的な技術をつかったものです．そのため，参加した中学

生は，体験実習とは違った視点で楽しんでいただけたの

ではないか思います．保護者も，製作物やポスターを眺

め，学生らの説明に熱心に耳を傾けておられるようでし

た．展示会場の様子を図 3に示します．

女子中学生のための茶話会
　女子中学生のための茶話会は，その名のとおり女子中

学生と本校女子学生の交流の場を設け，中学生の様々な

疑問に応えるために企画されたイベントです．本校は，

学校を挙げて，女子学生の入学者増加を願っています．

その後押しに少しでもなるよう，この茶話会を開催して

います．参加した中学生は，和やかな雰囲気で，本校の

女子学生，参加した他校の女子中学生と話をしていたと

思います．茶話会会場の様子を図 4 に示します．この中

の一人でも多くの生徒が，工学の道を志し，鹿児島高専

に入学してくれることを願います．

ロボギャルズ ワークショップ
　ロボギャルズ (Robogals) は，オーストラリア・メル

ボルン大学の学生によって創設された，国際的な学生

団体です．鹿児島高専は，Robogals Kagoshima として，

2017 年からこの団体に参画し，学生自らが，エンジニア

を目指す理系女子を増やす活動に力を入れています．体

験入学当日は，ロボギャルズメンバーらによるロボット

の実演展示を行い，参加した女子中学生に工学の魅力を

伝えました．ワークショップ会場の様子を図 5 に示しま

す．メンバー自身も，女性エンジニアの卵として，また

一つ代えがたい経験を積んで成長してくれたのではない

かと思います．

おわりに
　2018 年度一日体験入学は，8月 5日 (日 )に開催され，

県内外の中学校から 448 名の参加者を得ました．ここで

紹介しきれないイベントもありましたが，多くの教職員

と学生らの協力をいただいたおかげで，活況のうちに閉

幕しました．

次年度入学試験受験志願者増を願い，ここに記して御礼

申し上げます．
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授業評価アンケート
教務主事補　前薗　正宜

　鹿児島高専では FD 活動（教員の授業力を向上させる

ための取り組み）の一環として授業評価アンケートを実

施しています。授業を受けた学生の皆さんからの意見を

もとに、授業の進め方（進むスピード、話し方、板書、

わかりやすさ、興味を引き出す工夫など）や授業環境（居

眠りや私語をする学生がいないかなど）を改善すること

を目的としています。

　前期、後期の終わりにアンケート用

web サイトが設置され、学生は所有のス

マートフォン等を利用してアクセスし、

各科目の質問に当てはまる選択項目を

選ぶことでアンケートに回答します。

　平成 30 年度前期に実施したアンケー

トから、学生の勉強時間に関する調査結果を下図に紹介

します。

　この結果から概ねの平均値を計算すると、平均的な鹿

児島高専生は授業 1回の予習・復習に 39 分、課題・レポー

トに 45 分、試験前には 1 科目あたり 115 分勉強してい

ることになります。中には勉強時間 0 分と答えている学

生もいますが、単位を修得できなかった学生もまた 0 で

はないため、勉強しなくて良いというわけではありませ

ん。高専生としてふさわしい能力を身につけるためにも、

進級・卒業を向かえるためにも毎日の自学自習を心がけ

ましょう。

図 2　保護者向け学校説明会会場の様子

図 3　学科展示会場の様子

図 4　女子中学生のための茶話会会場の様子

図 5　ロボギャルズ ワークショップ会場の様子
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インターンシップ
教務主事補　前薗　正宜

　インターンシップは「学生が在学中に自らの専攻・キャ

リアに関連した就業体験を行う制度」と位置づけられて

います。高専の本科 4 年生および専攻科 1 年生を対象と

したインターンシップの受け入れが様々な企業・大学か

ら提供されており、参加者は年々増加しています（表１）。

今年度はのべ 177 名の 4 年生（4 年生全体の 86％）の学

生が夏期休業中にインターンシップに参加しました。

　インターンシップでは、企業に赴くことで、実際の業

務の体験や見学、社員の方々との交流、他の高専生との

進路に関する情報交換など、学生が進路を考えていく上

で大いに参考になる貴重な経験ができます。

　学生にとっては大きなメリットとなるインターンシッ

プですが、一方で高専の学生が学外の方から評価される

機会でもあります。インターンシップが単位となる科目

である工場実習でも、企業からの評価を受けて合否を決

定します。この数年でも、企業から以下のような厳しい

評価をいただく学生も少数ながらいました。

　・無断欠席、遅刻をする。

　・設定された課題を提出しない。

　・グループワークで人任せになり、自分は何もしない。

　いずれの評価も、遊び半分、不誠実な姿勢でインター

ンシップに参加したことを指摘されています。学外でこ

のような評価を受けてしまうと、鹿児島高専の学生全体

の評価、学生本人の学内での評価など、多くのマイナス

の影響があります。一方で以下のような良い評価をいた

だいた学生もいます。

　・相手の意図をよく理解し、能動的に行動した。

　・グループワークでまとめ役となり、他のメンバーを

　　フォローした。

　進路を考える上で貴重な経験となるインターンシップ

ですが、「ただ体験しただけ」で終わることのないように、

積極的かつ真摯に取り組み、学生の皆さんにとってより

大きな収穫を得る機会となることを期待します。

表１　本科 4 年生のインターンシップ参加割合

キャリア教育とＦＤ研修会について
教務主事補　鎌田　清孝

　本校は、平成 19 年に鹿児島県技術士会との連携協定

を締結し、技術士会との連携による共同教育を実施して

います。今年度の技術士会との連携教育の一貫である 2

年生対象のキャリア教育は以下のとおりである。

　日　時：11 月 7 日（水）14 時 40 分～ 15 時 30 分

○機械工学科 2年

　講演者：（株）建設技術研究所九州支社鹿児島事務所 

　　　　　宮園　譲二　氏

　演 題 ：「技術者の楽しみ」～例えば、まちをつくる、

　　　　　道をつくる～

○電気電子工学科 2年

　講演者：（株）建設技術コンサルタンツ

　　　　　中村　大輔　氏

　演 題 ：「技術者の楽しい未来」

○電子制御工学科 2年

　講演者：大福コンサルタント株式会社

　　　　　高畦　博　氏

　演 題 ：「技術者と技術士」

○情報工学科 2年

　講演者：鹿児島県姶良伊佐地域振興局建設部

　　　　　宮内　新一　氏

　演 題 ：「技術士の社会的役割（公務員技術士として）」

○都市環境デザイン工学科 2年

　講演者：（株）アジア技術コンサルタンツ

　　　　　萩原　清道　氏

　演 題 ：「これからの技術者の人生設計について」

　また、４年生対象の共同教育及び企業からの最新技術

動向の講演は以下のとおりである。

○機械工学科 4年

　日　時：12 月 6 日（木）13 時～ 14 時 30 分

　講演者：株式会社タナカサトル技術支援

　　　　　田中 覚　氏

　内　容：4 年生に対して、プロダクトデザイン（製品

　　　　　の意匠）とエンジニアリングデザイン（モノ

　　　　　の設計）の違いについて演習やグループワー

　　　　　クを通して学ぶ

○電気電子工学科 4年

　日　時：1月 31 日（木）13 時～ 14 時 30 分

　講演者：株式会社西栄設備事務所

　　　　　櫨木　信彦　氏

　内　容：電気機器関連の実験・実習

○電子制御工学科 4年

　日　時：11 月 15 日（木）14 時 40 分～ 16 時 10 分
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今年度の活動を振り返って
教務主事　須田　隆夫

＜今年度の教務委員会の活動について＞
　教務委員会の様々な仕事のなかで、代表的なものや本

校独自の取り組みの状況を、この「教務だより」で報告

しました。志願者確保に直結したイベントである体験入

学は、多くの教員の PR 活動のおかげもあって、H28 年度

と比較しても参加者が増えました。また、4年のインター

ンシップ（工場実習）は着実に参加者が増えてきていま

す。報告で掲載されている表は H28 年度からの推移を示

しましたが、H27 年度は 48% の参加率でしたので、3 年

間で 1.8 倍になっています。数学補習や FD 研修会も本

校の学修や教育の改善になくてはならないものです。

　以上のような活動と違って、学生や保護者の方々には

見えにくいのですが、全国の高専が取り組んでいる教育

上の課題があります。それが「モデルコアカリキュラ
ム（MCC）に基づいた教育の質保証」です。以前にも

紹介しましたが、全国の国立高専の授業について、共通

の達成目標を定めた MCC に各校のカリキュラムや授業内

容を整合させ、それに沿った授業を展開するという活動

を行っています。さらに学修状況をチェックするための

インターネット利用の Web テストである CBT（Computer 

Based Testing）も今年度から本格実施しています。

　このような教育活動は、将来（既に今でも）日本で必

要とされている「グローバル×イノベーション」な人財

（「材」ではなく「財」）を育てるためなのです。

＜今、高専への期待、応援がすごい！＞
　以上のような高専全体の教育方針や、これまでの実績

のおかげか、最近、産業界だけでなくいろいろな方面で

高専への評価が高く、メディアにも取り上げられていま

す。日経新聞に掲載された AI 研究者の松尾先生（NHK 教

育「人間ってナンだ？超 AI 入門」出演）の記事では「高

専生は日本の宝」とまで言ってくれています。AI や IoT

などテクノロジーが社会を急速に変えていく状況の中

で、実践的な（即ち社会とつながった）高専教育が注目

されています。ここで頑張らないと、期待は失望に変わ

るということを我々は肝に銘じて置かねばなりません。

　最後に、授業はもとより日々生じる様々な問題への対

処など、不断の努力をされている先生方や職員の皆さん、

そしてご理解、ご協力頂いている保護者の皆さんに、心

より感謝しつつ、この稿を閉じたいと思います。

　講演者：平石電技コンサルタント

　　　　　平石　育典　氏

　内　容：外部講師：最新の技術事情について（講話）

○情報工学科 4年

　日　時：12 月 10 日（月）14 時 40 分～ 16 時 10 分

　講演者：株式会社ラック

　内　容：サイバーセキュリティの最新の技術動向やそ

　　　　　の業務内容および必要なスキル

○都市環境デザイン工学科 4年

　日　時：1月 17 日（木）14 時 40 分～ 16 時 10 分

　講演者：姶良伊佐地域振興局建設部土木建築科

　　　　　宮内　新一　氏

　内　容：防災に関連する技術動向の講話とキャリア教

　　　　　育のための講話など

　さらに、本校におきましても FD 研修会を開き、教育

能力を高めるための実践的方法に取り組んでいます。 

FD とは Faculty Development の略で、「大学教員の教育

能力を高めるための実践的方法」のことであり、大学の

授業改革のための組織的な取り組み方法を指します。今

年度の FD 研修会は以下のとおりである。

○第１回 FD 研修会

　日　時：6月 4日（金）15 時～ 16 時

　講演者１：電気電子工学科　須田　隆夫先生

　演 題 １：「分野横断的能力の説明について」　

　講演者２：一般科目物理　野澤　宏大先生

　演　題２：「専門的能力　分野別の工学実験・実習に

　　　　　　ついて」

　講演者３：電気電子工学科　前薗　正宜先生

　演 題 ３：「授業力アップアクティビティ報告　学科

　　　　　　横断の授業見学（H28 年度、H29 年度）　」

○第２回 FD 研修会

　日　時：11 月 30 日（金）13 時 30 分～ 14 時 30 分

　講演者１：電子制御工学科　岸田　一也先生

　演 題 １：「Moodle の活用とアクティブラーニング」

　講演者２：機械工学科　渡辺　創先生

　演　題２：「普段授業を行う上で考えていること・実

　　　　　　践していることの紹介」



―10― ―11―

ご挨拶
一般教育科　塚崎　香織

　学生主事を二期四年務め、この度任期が終了いたしま

すので、ご挨拶申し上げます。学生主事という役職を引

き受けるまでに、一般教育科の英語の担当として授業を

受け持ち、担任を務めましたが、その際に学生の皆さん

や保護者の方々と接する以上に、学生主事として皆様と

お会いする機会が多く、ご親切にたくさんお声をかけて

いただきまして、心より感謝申し上げます。授業に行っ

ていないクラスの学生の皆さんからも名前を覚えていた

だき、当たり前のように名前を呼んでもらうと、実はびっ

くりすると同時に感激しておりました。保護者の皆様と

は、後援会三役会、理事会、支部会、学校行事等でお会

いし、学校に対する貴重なご意見や感想を賜り、心より

感謝申し上げます。

　学生委員会の担当としてこの四年を振り返ると、高専

祭が一番印象に残っております。学生主事として最初に

担当した平成二十七年の高専祭では、秋晴れの下、開会

式において、五色の学科オリジナル T シャツを着た皆さ

んが立派に行進した姿を見た時には、大変感激し思わず

涙ぐみました。毎年、長い準備期間を経て迎える高専祭

当日は感慨深い思いですが、実は今年度の高専祭におい

ても、一番目の学科が応援団演武を始めた際に、大変感

動し思わず涙ぐんでおりました。また、実行委員会の学

生が、「先生は行かなくていいです。僕が行きます。」と

率先して観客席の安全管理のための声かけに走ってくれ

たこと、暗い中グランドのゴミ拾いを最後までしてくれ

たことが印象に残っています。学生主事補の先生方や学

生係を始め、教職員の皆様の協力の下で、学生会役員、

文化祭実行委員会、体育祭実行委員会がリーダーとなり、

学生の皆さん全員で文化祭、体育祭を成功させてくれま

した。学生時代に何かを成し遂げた経験は、今後の長い

人生においても、きっと支えとなってくれることと思い

ます。学生の皆さんと、このように貴重な時間を共有で

きたこと、大変嬉しく思っております。

　今後は、英語の教員として、授業や学校行事等でお会

いすることになります。お会いする機会が減ってしまう

のが残念ですが、今後ともどうぞよろしくお願い申し上

げます。

晴天の秋空の下で
一般教育科　鞍掛　哲治

　昨年の「高専だより」の最後に、照る照る坊主を作っ

て次年度の体育祭の晴天を祈願したいと書いたが、その

甲斐あってか（？）、今年度の体育祭は 3 年ぶりの晴天

の下での開催となりました。今回は、応援団の援舞ばか

りでなく競技種目も実施され、久しぶりの本格的な体育

祭となりました。

　天気は体育祭当日だけでなく、後期が始まった 10 月

も味方してくれました。昨年は猛暑の名残が長く続き、

蒸し暑い中での応援団練習が実施されたため、熱中症で

倒れ救急車で病院に搬送する学生も出て、練習中止・再

開を何回も繰り返したことを覚えています。しかし、今

年の 10 月は昨年と比にならないくらい秋のカラッとし

た天気が続き、また学生諸君の自己管理のお蔭もあり、

病院のお世話になる学生が一人もいなかったことは、健

康管理の面でもよかった点ではなかったのでしょうか。

　また、体育祭当日の天気は前述の通り晴天となり、こ

こ 2 年間競技種目が実施できなかった鬱憤を晴らすよう

に、 “半端ない”女子学生の競技に始まり、男子学生の

棒倒しや騎馬戦と、各種目大いに盛り上がりました。今

回初めて学生のテントをフィールド内に移動し、出場し

ている学生を間近に応援できるようにしたところ、出場・

応援する両学生に一体感が生まれ、今までにない盛り上

がりができたように思われます。今年の体育祭は、援舞

だけではなく、競技種目の存在も再確認させてくれた体

育祭でもあったように思われます。

　最後に、体育祭実行委員会のメンバーに感謝の意を表

したい。委員長の倉谷君を中心に、昨年の体育祭終了後

から約一年間メンバーで議論を重ね、用意周到に準備を

行ってきました。その結果、いくつかの新しい試みも取

り入れられ、非常に盛大な体育祭であったと同時に、様々

な場面で柔軟に対応できる高専生の潜在能力の高さをも

示すことができたものと思います。このような学生たち

と共に体育祭の係を担当できたことは、教師冥利につき

る感がある。
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文化祭
一般教育科　篠原　学

　学生主事補として今年度の文化祭を担当しました。こ

れまでの文化祭でも、担当しているクラブの展示を手伝

う形で準備期間から当日まで活動していましたが、文化

祭全体を見渡すという機会はありませんでしたので、何

をどう進めれば良いのか全く分からず、準備を進めるに

あたって、以前の主事補の先生方が作成して下さった資

料がたいへん参考になりました。

　7 月 9 日に、実行委員会による第 1 回の話し合いが行

われ、高専祭のテーマとして、「かける　この 2 日間へ

の青春」が提案されました。「かける」には、駆ける、

賭ける、架ける、翔ける、の 4 つの意味が込められてい

るとのことで、実行委員会の気持ちの詰まったスタート

になったと思います。

　事前の準備で最も気を使ったのは、露店に関係する手

続きでした。当日早朝の食堂の使用についての業者との

相談、保健所や消防署との連絡、発電機の手配など、学

外とのやり取りが多く、ひとつでも準備が滞れば露店の

実施が困難になります。露店担当学生はたいへんだった

と思いますが、しっかりと準備を進めてくれて、私が心

配することは何もありませんでした。

　その一方、学内の準備作業はなかなかスムーズには行

かず、展示計画の詳細、パンフレットの原稿、実施計画

書作成などが大きく遅れ、実行委員会から私へ詳しい情

報が届かないという状態がぎりぎりまで続きました。そ

のため、様々な問題が準備終盤になって顕在化し、多く

の方にご迷惑をおかけしてしまう事になりました。自分

の指導力の不足を反省するとともに、ご協力いただいた

みなさまに深く感謝を申し上げます。

　文化祭当日は天候に恵まれ、3 年ぶりにステージを屋

外に設置することができました。保護者や地域の方など、

多くの来場者をお迎えすることができ、展示会場や露店

の賑わいは素晴らしいものでした。私も会場の各所を見

て回り、このお祭りに「かける」学生たちの熱気を実感

することができました。文化祭実行委員たちも、それぞ

れの担当部署で精一杯がんばっていました。彼らにとっ

ても、それぞれの役割については手探りだったはずで、

当日までの過程はたいへんだったと思います。それでも、

この経験が本人たちを成長させていることは間違いあり

ません。苦労しながらでも、今後もこの素晴らしい文化

祭を学生自身の力で繋げていって欲しいと願います。

自転車・バイク・自動車で
通学する学生への指導について

学生委員会交通担当　機械工学科　小田原 悟

　本校の学生のうち寮生以外は自宅から通学する。自転

車・バイク・自動車で通学する学生に対して学生委員会

では以下のように指導をしている。

　先ず、4 月及び 10 月の第 1週目は本校正門に立って自

転車やバイクが付近の中学生生徒や自動車に迷惑になら

ないように交通ルールを守って本校学生が運転している

かについて指導する。自転車通学の学生は本校正門に入

る手前で後ろを確認せず斜め横断をして自動車と接触す

る危険を冒したりする。横断歩道を使って 2 段階右折を

するように指導を徹底している。また、自動車通学の学

生には同乗を禁止している。車両登録をしている自動車

に家が近いからといって乗せてもらって登校する学生が

少なからずいる。そのような学生には正門に入って直ぐ

に厳重注意をする。過去において同乗者を伴った重大事

故を起こして同乗者と共に大怪我をしたことがあった。

安全管理の面や損害賠償で学生自身が不利益を被ること

がないようにとの配慮から自動車通学生の同乗者は認め

ていない。

　次に車両登録について本校のルールを説明する。本校

学生便覧の12～13頁に車両別の許可条件を示している。

〇自動車：5 年生と専攻科の学生が対象。5 年生が自宅

から本校迄の距離 15 ㎞以上、専攻科生が自宅から本

校迄の距離 3 ㎞以上とする。他方、公共交通機関での

通学が著しく困難である場合は事情を考慮して許可す

る場合がある。なお、任意保険に加入していること。

〇バイク：2 年生 50cc 未満の原付バイク、3 年生以上

250cc 未満のバイクとする。ヘルメットはフルフェイ

ス及びオープンフェイスタイプのみ。通学距離が 3km

以上とする。なお、任意保険に加入していること。ま

た、国分隼人自動車学校でのバイク実技講習会に参加

すること。前期は自動車学校の好意により無料で受講

させてもらっているが、後期は少人数のため受講料を

学生が支払っている。

〇自転車：全学年が対象。防犯登録がされている車両の

み許可する。なお、バイク自転車の 2 人乗りを固く禁

止している。

　学生委員会としては上記条件が揃った学生に対しては

車両の登録を許可しステッカーを所定の位置に貼り付け

るよう指導している。しかしながら、許可していないの

にぬけぬけと通学してくる学生も少なからずいる。対象

の車両に車両ナンバーを記載したビラを貼って警告を発

したところ次の週から未許可車両は見かけなくなった。
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都城・鹿児島高専親善試合結果
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都城・鹿児島高専親善試合結果
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◎第55回九州沖縄地区国立高等専門学校体育大会
　開催日：平成30年7月5日～23日、11月10日～13日

　(1)陸上

　　 男子100ｍ・200ｍ　1位　佐方優介　

　　 男子400ｍ　1位　池田　悠馬

　　 男子5000ｍ　1位　大重　拓海

　　 男子1500ｍ　2位　大重　拓海

　　 男子110ｍＨ　2位　永留健人

　　 男子400ｍリレー　2位

　　 池田・佐方・永留・山下

　(2)ソフトテニス

　　 男子ダブルス

　　 1位　原口歩己・永田哲平

　　 3位　山口聖稀・薗山成羽

　(3)バドミントン

　　 男子ダブルス　3位　牛込・内村

　(4)水泳

　　 総合優勝

　　 男子100m・200m平泳　1位　宮路健太郎

　　 男子200mﾊﾞﾀﾌﾗｲ　1位　山之口雅人

　　 男子100m平泳　3位　広谷智之

　　 男子200m平泳　3位　池田将磨

　　 男子100mﾊﾞﾀﾌﾗｲ　3位　山之口雅人

　　 男子100m背泳　3位　西川哲史

　　 男子400m自由　3位　上石坂駿

　　 男子800m自由　3位　石原侑弥

　　 男子400mﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ　1位　西川哲史・宮路健太郎

　　　　　　　　　　　 　　 山之口雅人・内山尚紀

　　 男子400mﾌﾘｰﾘﾚｰ　1位　石原侑弥・西原琢斗

　　　　　　　　　　　　  榮晃太郎・内山尚紀

　　 女子200mﾌﾘｰﾘﾚｰ　1位　松元水樹・釜崎寧々

　　　　　　　　　　　 　 池田英永・石原京依

　(5)バスケットボール

　　 男子　2位

　(6)サッカー

　　 優勝

　(7)柔道

　　 男子60kg級　2位　川畑賢志郎

　　 男子90kg級　3位　中園康太

　(8)バレーボール

　　 男子　3位

　(9)テニス

　　 男子団体　2位　

◎第53回全国高等専門学校体育大会
　(1)陸上

　　 開催日：平成30年8月18日（土）～19日（日）

　　 　　　　予備日：8月20日（月）

　　 会　場：えがお健康スタジアム

　　　　　　（熊本県民総合運動公園陸上競技場）

　 　結　果：男子200ｍ　2位　佐方　優介

　(2)バドミントン

　 　開催日：平成30年8月25日（土）・26日（日）

　 　会　場：牧園みやまの森運動公園総合体育館

　　　　  　「牧園アリーナ」

　 　結　果：　男子シングルス　3位　中馬祐輔

　(3)水泳

　 　開催日：平成30年9月1日（土）・2日（日）

　 　会　場：長崎市民総合プール

　 　結　果：　男子100m平泳　3位　宮路健太郎　

　(4)サッカー

　 　開催日：平成30年8月18日（土）～22日（水）

　 　会　場：島原市営陸上競技場

　 　結　果：優勝

◎第15回全国高等専門学校デザインコンペティション
　開催日：平成30年11月10日～11日

　会　場：釧路市観光国際交流センター

　結　果：5位入賞及び審査員特別賞

　　　　 「チェストォー橋」

◎第18回九州沖縄地区高専新人テニス大会
　開催日：平成30年1月13日

　会　場：熊本県熊本市パークドーム熊本

　結　果：男子団体　3位

◎平成30年度九州・沖縄地区高等専門学校
　バドミントン新人戦
　開催日：平成30年12月15日・16日

　会　場：熊本県玉名市総合体育館

　結　果：男子団体　準優勝

◎第12回全国高等専門学校英語プレゼンテーション
　コンテスト
　開催日：平成31年1月26日～27日

　会　場：神戸市民文化振興財団西区民センター

　結　果：チーム部門　3位

　　　　　

大会等入賞一覧
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◎第2回かぎん未来創造プランコンテスト
　開催日：平成30年10月13日（土）

　会　場：かぎん会館 with

　結　果：優秀賞「とくなが研」、

　　　　「桜島火山灰自動計測センサ研究チーム」
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学生表彰者リスト
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学生表彰者リスト
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学生表彰者リスト
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学生表彰者リスト
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す。図 1に LED（実線）と蛍光灯（破線）のスペクトル（縦

軸が強度、横軸が波長のグラフ）を示します。これらは、

グラフの面積が等しくなるように規格化されています

　（　　　　　　　　 ）。わかりやすく言うと、LED と蛍

光灯の明るさが等しくなるよう換算している、というこ

とです。測定は六志と一志でそれぞれ行いましたが、両

者に差はありませんでしたので、六志の結果だけを示し

ています。人間の目には一様に見える室内灯の明かりで

すが、LED、蛍光灯はそれぞれ特徴的なスペクトル形状

をしています。LED は波長 450nm（ナノメートル）付近

が明るく、全体的に二山のスペクトル分布となっていま

す。これに対し蛍光灯は、連続光成分の中に細い山（線

スペクトルと言います）が 4 本ほど見えています。参考

までにこれら 4 本の山は、水銀に由来するものです。さ

て今回最も注目すべき点は、波長 400nm 以下の領域です。

蛍光灯では弱いながらもある程度の強度がありますが、

LED にはそれがないことがわかります。このように LED

はカタログ通りのスペクトルを有していますので、部屋

の明かりに虫が引き寄せられることはないと信じます。

ただしアリやゴキブリに関しては、紫外線とは別の理由

で寄って来ることが考えられます。これらへの対策には、

各自の努力が必要であることは言うまでもありません

ね。

　参考までに、本校の総務課施設係の検証によると、10

月以降の一志の電力使用量は前年度比で約40％減となっ

ています。一方で前期（8 月まで）は前年度比で微増で

あり、省エネ効果は確実に表れているようです。

 

図 1　六志で取得した LED（実線）と蛍光灯（破線）の
　　　スペクトル。

LED 照明の導入
寮務主事　野澤　宏大

　ひと昔前、夏場になるとコンビニエンスストア等には

殺虫灯が設置されていました。夜になると青白く輝き、

虫が飛び込むたびにバチバチッという音を立てていまし

た。しかし最近は、コンビニエンスストアから殺虫灯

が姿を消しました。なぜでしょう？それは LED（Light 

Emitting Diode）電灯の急速な普及と大いに関係してい

ます。

　もともとは「省電力」という意味合いで、蛍光灯に置

き換わり導入されたであろう LED ですが、実はそのスペ

クトル中に紫外線を含まないそうです。「飛んで火にい

る夏の虫」、という言葉に代表されるように、虫たちは

光に集まる習性を持っています。これをもう少し詳しく

調べると、どうやら虫たちは波長 400 nm より短い光に

引き寄せられているそうなのです。ということは LED 導

入を進めれば、志学寮でも虫対策ができるのではないで

しょうか？

　第六志学寮（六志）の洗濯室の窓は、形状が特殊で網

戸を設置するのが難しい構造となっています。夏場は暑

いので、当然窓を開け放ちます。でも網戸がないので、

虫は入り放題の状態でした。結果、昨年度の寮生アン

ケートでも「虫が入って来て困る」といった意見が散見

されました。そんなアンケートを眺めていた平成 30 年

３月、不意に冒頭の殺虫灯のことを思い出したわけです。

そこで、試しに六志洗濯室の電灯をすべて LED に交換し

てみました。これで夏場の夜間に洗濯室の窓を開放して

も、建物内に虫は入って来ないはずです。平成30年８月、

前期末の寮生アンケートに六志の虫に関する苦情はあり

ませんでした。その代わり、第一志学寮（一志）の苦情

が目立つようになりました。

　一志は建物が古いこともあり窓の建付けが悪く、かつ

網戸に隙間がある部屋もあります。わかっているなら改

修すればいいのですが、改修のための足場を組むだけで

予算が飛んでしまうという状況です。しかし、一志の場

合は洗濯室ではなく居室の話ですから、どうにかしない

といけません。寮生アンケートを待つまでもなく、前期

のうちに寮務委員会で検討し、一志の居室や自習室の電

灯を LED に入れ換えることを決定しました。果たしてそ

の効果は…ですが、交換したのは夏休み期間中の９月で

す。交換後となる 10 月以降は虫の出なくなる時期です

ので、よくわかりません。来年度の夏に期待しておきま

しょう。

　と、書きっ放しで終わるのもどうかと思いますので、

実際に可視分光器を用いて行った測定結果も報告しま
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寮長より
機械工学科 4 年　竹添　雄大

　こんにちは、寮長の竹添です。僕は重富に住んでいま

す。通学できる距離ですが寮生です。そのくらい寮が好

きです。4 年間も寮に入らせてくれた親に感謝していま

す。

　そんな僕の好きな寮の寮生が減っています。寮を見渡

すと空き部屋がたくさんあります。僕はもったいない、、、

寮は楽しいのに、、、と思ってしまいます。僕が 1 年生の

頃は寮でたくさんの人と関わりいろんな人から刺激を受

けました。そして他学科の人とも交流ができました。今

の低学年の後輩たちには少しもったいないな、と思って

しまいます。入学時に全寮制だったら寮生は増えます。

しかし数年前みたいに１年生を全寮制にするのはできな

いみたいです。僕は寮に 1 人でも多くの人に入ってほし

いと思い、寮務主事の野澤先生に話をすると、夏にあ

る体験入学でもしかしたら寮の紹介ができるかもしれな

い。ということで、なんとか時間を貰い 4E の教室で参

加型ではありましたが寮の説明会を開くことができまし

た。予想以上に参加してくれた人が多くて嬉しかったで

す。寮の良さも伝えられたのではないかと思います。体

験入学で自由に高専生に質問できる場でもあったので、

やってよかったと思っています。これで来年の寮生が増

えれば嬉しいです。

　僕は今年で寮を出ます。この 4 年間でたくさんの濃い

思い出が出来ました。テスト前などは徹夜で友達と勉強

しました。苦楽を共にしてきた最高の友達もできました。

僕は寮に感謝しています。後輩・これから入学してくる

学生たちにこの「高専志学寮」を経験してほしいです。

そして今寮生の人は寮生活を楽しんでください。そして

最後に寮の決まりは守るように、、、

学寮チュートリアルの実施状況
寮務主事補　今村　成明

　学寮チュートリアルは、本科 1 ～ 3 年生を対象とした

個別学習指導であり、主に専攻科生 1 年生がその指導を

行ってくれています。この制度は、平成 13 年度後期中

間試験から実施されており、17年継続しています。中間、

期末試験の試験時間割発表から試験開始前日まで、6 日

程度、20：00 ～ 23：00 まで寮の多目的ホールにて実施

しています。参加した寮生は、分からない問題等がある

場合、自由に専攻科生に質問できるようになっています。

本年度の①前期中間試験前、②前期期末試験前、③後期

中間試験前の実施期間、参加状況（延べ人数）は、以下

のようになっています。

①前期中間試験前

　5/27(日)～6/3(日)　6日間（休日前日を除く）

　1年生の参加者数　 ：169名（270名）

　2年生の参加者数　 ： 87名（63名）

　3年生の参加者数　 ： 48名（27名）

　1～3年生の参加者数：304 名（360名）

　1日平均　　　　　 ：50.7名（45.0名）

※（）は、昨年度の参加者数。昨年度は8日間実施。

②前期期末試験前

　7/22（日）～7/29（日）　6日間（休日前日を除く）

　1年生の参加者数 　：143名（293名）

　2年生の参加者数 　：  72名（97名）

　3年生の参加者数　 ：  53名（41名）

　1～3年生の参加者数：268 名（431名）

　1日平均　　　　　 ：44.7名（47.9名）

※（）は、昨年度の参加者数。昨年度は9日間実施。

③後期中間試験前

　11/18（日）～11/26(月)　6日間（休日前日を除く）

　1年生の参加者数　 ： 65名（57名）

　2年生の参加者数　 ： 47名（46名）

　3年生の参加者数　 ： 26名（10名）

　1～3年生の参加者数：138名（113名）

　1日平均　　　　　 ：23.0名（18.8名）

※（）は、昨年度の参加者数。昨年度は6日間実施。

　昨年度と比べると、若干、参加人数が減っているよう

に感じますが、1 日の平均参加者数で見ると、若干、増

えていることが分かります。これから寒くなり、自室か

ら外へ出るのが億劫になるかと思いますが、このまま常

に向学心、向上心を持ち続け、社会で活躍してくれるこ

とを期待しています。
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学寮食堂の献立会議
寮務主事補　福添　孝明

　学寮食堂の業者と寮生会（寮生）、寮務委員会（教職員）

の情報共有を目的として、献立会議というものを実施し

ている。この会議は、数多くの会議に出席しなければな

らない寮務主事が参加しないという希有な会議であり、

その内容について書き記すことにする。

　会議は月に 1 回程度実施している。主たる報告事項は

来月の献立についてである。11 月は旬の食材が 30 回使

われていたことに気づいただろうか？（例：11 月 5 日

小鉢の銀杏など）　多くの食材が年中を通して手に入る

ようになったが、旬の物の方が栄養価は高いと言われて

いる。寮食から季節の移り変わりを感じられると良い。

　ご当地メニューも取扱っている。当月は 13 日の焼き

豚玉子めし（愛媛県）、27 日鶏の山賊焼きからあげ（山

口県）であった。神田カレーフェアとして 15 日はボン

ディ監修欧風カレー、29 日はマンダラ監修バターマサラ

カレーであった。百貨店の北海道物産市や B-1 グルメの

会場へ行っても、地域は局所的である。学寮食堂で、県

外の様々な食事が体験できるとは、大変に恵まれている。

　この月は D-1 グランプリ予選も行なわれた。D は

Donburi ではなく、Dormitory の略であり、寮生が考え

れば何の料理でも D-1 になるところが無限の可能性を感

じさせてくれる。今回は麺しばりであった。将来、自炊

生活になると、お財布が寂しく、麺 + αしか買えない日々

もあるだろう。そんな時には D-1 グランプリで出た料理

を思い出して欲しい。

　さて、会議の前半は上記の報告を楽しい気分で聞いて

いるのみであるが、後半は各部署からの問題提起コー

ナーとなる。以前には大きさの違う食事トレーが積み重

なっている事が問題視された様であるが、寮生会の放送

指導によって改善された。

今年度の最初に出た話題は、箸とスプーンが返却口に投

入され洗浄機が故障する事案であった。図 1 に示す通り

掲示していたが、見逃す寮生が多かった。そこで図 2 に

示す通り食器返上口近くに掲示した。これ以後は投入数

が減少した様である。仮に減少しなかった場合には、図

3の段階まで進んでいたかもしれない。

　胡麻ドレッシング 2 本が食事時間前半で尽きることは

日常茶飯事である。この件も食事開始時に 1 本、隙を見

て 1 本こっそりと追加すると、最後まで残る様になった

らしい。運用改善の見本だと思う。

　寮生の事を考えてくれている人達が多くいる。学寮に

て食事をする際には、その想いを感じて頂きたい。

 

図 1　注意レベル１

 

図 2　注意レベル２

 

図 3　注意レベル３
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新 任 の 挨 拶
学生寮指導員　柳鶴　一美

　平成 30 年４月から学生課学生指導員として採用され

ました柳鶴 一美（やなぎづる かずみ）と申します。ど

うぞよろしくお願い致します。

　平成 22 年郵便局を退職し、その間九州管内 10 局を勤

務いたしました。

　ほぼ単身赴任が多く、勤務先での地域との諸行事に参

加させていただき、連携の重要さを痛感しました。

　退職後、霧島市牧園町ある地域医療の要としても位置

づけられている「鹿児島大学病院霧島リハビリテーショ

ンセンター」の事務当直の仕事で緊急患者さまの対応、

見回り等、今までに経験したことのない重要なものを学

びました。

　平成 30 年 3 月で諸事情により閉院されることになり、

4月から本校で勤務させていただいております。

元気で働くことで人と接することができ、生き甲斐にも

つながると思っています。

　500 名を超える寮生のみなさんが寝食を共にして、高

い目標を持ち勉学に勤しんでいる姿を拝見し、敬服する

と同時に 15 歳の春後、親元や住み慣れた故郷を離れ学

ぶ力に今風の学生気質を感じます。

　無事にご卒業されて、各地、各分野で活躍される時、

鹿児島工業高等専門学校で培った絆をぜひ深めてほしい

ものです。

　在寮生活の中で困った事など、私たちにご相談くださ

い。

　微力ながら心から応援をしていければと考えておりま

す。
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専攻科の現状
専攻科長・研究担当　山内　正仁

　専攻科では、本科で身につけた、技術者の基盤となる

専門能力をさらに高めていく学習と、その知識を他分野

の知識と融合させ、研究を通じて、多角的な問題解決能

力を高めるための学習が行われております。

現在、機械・電子システム工学専攻に 22 名、電気情報

システム工学専攻に 23 名、建設工学専攻に 12 名の計 57

名（1年生 27 名、2年生 30 名）が在籍しております。

　専攻科生は最も大切な目的である、『学士』を取得す

るために「特別研究論文」を作成していきます。このた

め入学後 6 月までに、特別研究論文の研究テーマ、内容

について指導教員と打合せ、2 年間の研究スケジュール

を作成します。時には外部専門家の指導も仰ぎながら、

より精度の高い研究内容となるように実験や分析その他

の必要な活動を行います。研究のテーマは基本的に本科

5年次の卒業研究をさらに深化させたものが多いですが、

持っている基礎知識を異分野へ応用するなど幅広い課題

にチャレンジし、それらを研究テーマとして進めさせる

場合もあります。また、科学研究費補助金（科研費）に

採択された最先端の研究に専攻科生（卒業研究生も含む）

を参画させ、問題解決能力を養い、次世代を担う技術者、

研究者を育てる動機付けを行ったりしています。専攻科

生の柔軟な発想と粘り強い研究活動が大きな成果を生み

出すことも多々あります。

　しかしながら本校の専攻科には大きな課題がありま

す。平成 26 年度に大学改革支援・学位授与機構から本

校では 3 専攻全てにおいて特例適用（専攻科学生の特別

研究論文審査を大学改革支援・学位授与機構に替わって

学内教員で行える措置）が認められましたが、これによ

り、大学改革支援・学位授与機構で教員審査（研究業績

調査など）が厳密に行われるようになり、その資格審査

に合格した教員のみが専攻科学生の特別研究を指導可能

となりました。本審査は、専攻科のレベルを維持するた

めに原則、5 年ごとに行われることになっております。

本校では今年度、半年間にわたり学位授与機構による大

掛かりな審査が行われ、前回（H26 年度）よりも厳しい

結果となりました。表に平成 30 年 12 月末時点での次年

度の研究分野（個票）を示します。本校の専攻科では、

学生の希望するすべての研究分野を網羅できていない状

況にあります。このことは学生に対する信頼を損なうよ

うなものであり、高等教育機関の教員としてあってはな

らないことと思っております。この問題を解決するため

に、分野の近い教員で研究グループを構成したり、大学

教員との連携による業績の積み増しをお願いしたりして

いるところであります。

　九州・沖縄地区の高専では ｢ 専門系教員は査読付き論

文を少なくとも直近 5 年間で 2 編、中堅・若手の教員は

第一著者として論文を執筆する ｣ ことを共通目標として

定めています。また、高専機構では「高専における研究

は教育の基盤」と位置付けています。教員がより一層研

究力向上に努めることが求められております。

　専攻科生が行う研究発表（学会発表）は特別研究の単

位取得要件の一つであるため在学中全員が、各学会で研

究発表を行います。近年では、専門性の高い学会や国際

会議などで発表して「優秀講演者賞」や「BEST POSTER 

AWARD」を受賞したり、審査付き論文に投稿し、論文誌に

掲載されるなど大学院博士課程の学生と同等以上の研究

活動を行う学生も出てきております。このような取り組

みにより、大学院進学者の中には日本学術振興会特別研

究員の資格を得て、国から給与（生活費）である研究奨

励金をもらいながら研究を行う修了生も現れております。

　さらに専攻科では、来年度開講を目指して、長岡技術

科学大学との連携教育プログラムを作成しているところ

です。本プログラムは、学生を高専・大学の両校に在籍

させ、それぞれの機関が強みを持つ教育資源を有効に活

用しつつ、教育内容の高度化を図ることを目的に実施さ

れるものです。連携教育プログラム修了者（所定の専攻

科課程・学士課程を修了した者）は大学から学位記が授

与され、専攻科からは修了証が交付されます。

　このように、専攻科では、上記課題を解決しつつ、高

度な専門技術や問題解決能力を身に付けることができる

新たな取り組みも進めているところです。
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ベトナムでの英語研修
機械・電子システム工学専攻 1 年　長谷川　慶

　夏休みの 10 日間、ベトナムへ英語研修に行きました。

ハノイ大学という外国語大学で、英語の講義を受けたり

ハノイ大学の学生と交流したりしました。

　九州・沖縄地区の 10 人の他高専の学生とベトナムへ

渡りました。入国審査員の方々が全員不愛想だったこと

をよく覚えています。「海外で英語を勉強するってどん

なものなのだろう」と、ただただそれだけの理由で参加

した英語研修ですがが、初めての海外では驚くことと楽

しさで溢れていました。

　初めに感じた異文化は、バイクの多さと交通ルールで

した。ベトナムではバイクに免許は必要ないらしく、ほ

とんどの学生がバイクで通学していました。また、車線

が無い大きな車道ではバイクと自動車で進路の横取りが

常に行われていました。クラクションが四六時中鳴り響

いており、毎朝クラクションの音で目が覚める程でした。

次に、食文化の違いを感じました。フォーやバインミー

といった有名な料理を楽しみにしていましたが、ほとん

どのベトナム料理にパクチーが入っており、渡航して三

日間は酸味と苦みを我慢する食事となりました。

　英語の講義ではプレゼンテーションと手紙の書き方を

学びました。初めは日本語が話せない苦痛がありました

が少しずつ英語の講義に慣れていくのが分かりました。

また学生交流も三回あり、週末はホアンキエム湖のお祭

りに案内してもらいました。学内のバスケットコートで

一緒に遊ぶこともありました。Facebook や Instagram を

交換することもあり，日本に帰った今も，時々連絡を取っ

ています。メッセージはもちろん英語です。

　当たり前のように使っていた日本語を話せない環境下

でしたが、今回の英語研修を通して英語の必要性と英語

で話せる楽しさを実感しました。何より英語への恐怖心

が無くなりました。また、他高専の学生やハノイ大学の

学生と触れ合い、出会いの素晴らしさも感じました。英

語に対する意識なども含め、ひと回り成長した気がしま

す。最後になりましたが、このような経験ができたのも

渡航費補助をしてくださった鹿児島高専後援会の皆様の

おかげです。本記事の場を借りてお礼申し上げます。有

難うございました。

インターンシップ報告
電気情報システム工学専攻 1 年　今村　一磨

　私は今年度の夏季休暇を利用して、東京都千代田区に

ある株式会社イーウェルのインターンシップに参加させ

て頂きました。

　イーウェルを志望した理由としては、私は情報工学を

専攻しており日頃から Web 系の業務やチームでの開発に

興味があった為です。

　イーウェルは福利厚生サービスの提供や従業員健康管

理支援サービスの提供、マーケティング等を提供してい

ます。私が配属されたのはその中でも「マーケティング

IT 企画本部」という主にシステムの構築を実施してい

る部署に配属されました。

　インターンシップでは「WELLBOX スリープユーザをア

クティブユーザにするための特設ページの開設」という

テーマがまず提示され、この中で企画・要件定義・実装・

テスト・評価を3人1組のチームで5日間行いました。「企

画」では WELLBOX( 福利厚生を提供するためのシステム )

に加入はしているが利用はしていないユーザに対し、ど

のような方法でアプローチすればより効果的かを検討し

ました。様々な意見が出る中、「自分だったら何に惹か

れるか」を念頭に意見を出し合い「大幅割引」を軸に特

設ページを開設することに決定しました。「要件定義」

では企画で決定した軸を実際に形にするための機能を洗

い出し、さらに制作するための順番付けを行いました。

実装では洗い出した機能の中から優先度が高いものから

順番に、実装しシステムを構成しました。この業務では

C#、HTML、SQL、CSS などのプログラミング言語を用いて

格子の方に助言を頂きながら実際に動くシステムを構築

しました。「テスト」の工程では完成したシステムに不

備がないかを確認し、不備や不具合があった場合は補填

や修正を行いました。「評価」では社内会場で作成した

システムの紹介やデモンストレーションなどを社員の方

に向けて実施し、完成したシステムに対しフィードバッ

クを頂きました。

全行程終了後は今までの工程すべてに対し自己評価を行

いました。

　本インターンシップでは、システム開発の流れ全てを

短い期間ではありましたが実習を通して経験することが

できました。扱ったことのないプログラミング言語や、

初対面の方とのチーム開発などを経て働くイメージを掴

むことやスキルの向上だけでなく、人としても成長でき

た有意義な 5日間だったと思います。
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インターンシップに参加して
建設工学専攻１年　松元　健人

　8月 20 日から２週間、私は東京にある東急建設株式会

社のインターンシップに参加しました。インターンでは、

鉄筋コンクリート（以下、RC）造マンションの建設現場

で施工管理の仕事を体験しました。施工管理とは、現場

のスケジュール・安全・品質を管理し、現場の監督をす

るいわゆる「現場監督」です。ここでは、２週間のイン

ターンで体験したことと、インターン参加のメリットに

ついて紹介します。

　私がインターンに参加した理由は、現在学校で RC 造

に関する研究を行なっているため、RC 造建物がどのよう

に造られるかを実際に目で見てみたいと思ったため、施

工管理という仕事を詳しく知るため、単位を修得するた

めです。

　まず、初日はインターンに参加する他の大学・高専生

と交流し、施工管理に関する講義を受けました。グルー

プワークでは、効率的なコンクリートの打ち方について

議論をしました。当然、コンクリートの知識が必要で普

段からの勉強が必要だと感じました。

　2 日目以降は現場に配属され、実際に現場に出て作業

を行いました。私は技術員さんのもとで、鉄筋が設計図

通りに配筋されているかを確認して、写真を撮影すると

いう作業をメインで行い、他にも会議への参加や、安全

標識の設置など様々なことを体験しました。高専では本

科 3 年次の「鉄筋コンクリート工学」で RC に関する知

識を広く学んでいます。実験・講義で学んだことが定着

していて、嬉しいことに技術員さんから褒められること

もありました。一方で、知らないことや覚えていないこ

とも多くあり、その都度技術員さんに質問して説明を受

けることもありました。学んだことを覚えておらず悔し

い思いをしました。

　このように様々な経験をしたインターンシップです

が、参加するメリットとして、①他の大学・高専生と交

流ができる、②学校で学んだ知識が社会でどのように使

われているかを知ることができる、③社会の厳しさを知

ることができる、④専門科目の単位が習得できる、が挙

げられます。長期休暇が２週間なくなるなどのデメリッ

トはありますが、それ以上に参加するメリットは大きい

と思います。皆さんも積極的にインターンシップに参加

しては如何でしょうか。

　最後になりますが、このインターンに参加するにあた

り、ご指導いただきました東急建設株式会社の皆様、手

続きなどご尽力いただきました学生課の皆様に感謝致し

ます。
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平成 30 年度の地域共同
テクノセンターの活動について

地域共同テクノセンター長　豊平　隆之

　今年度の地域共同テクノセンターは、センター長の豊

平と、副センター長の吉満准教授、コーディネーター

の大竹嘱託教授、各学科等から選出されたテクノセン

ター運営委員会委員、そして企画係で活動しております。

COC+ 事業と KTC（鹿児島高専テクノクラブ）関連事業が

活動の中心となっています。

　COC+ 事業は、平成 27 年度「地（知）の拠点大学によ

る地方創生推進事業（COC+）」に採択された “食と観光

で世界を魅了する「かごしま」の地元定着促進プログラ

ム” 事業です。鹿児島大学を代表校として、県内 8大学・

高専及び地方公共団体・企業等が連携し、地域一体となっ

て、雇用創出や地元就職率の向上を目指し、取り組んで

います。

　鹿児島高専での取り組みとして、「COC+ 高専」地方創

生推進会議を組織して、連携協定を締結している霧島市・

日置市、両市の商工関連団体、地元企業の団体の代表者

と連携を取り、企業研究会、地方創生特別講義、地域企

業見学等の事業を推進しています。今年度も昨年度同様、

「保護者向け校内合同企業セミナー」を 5 月に、霧島市

主催の「大学生等向け合同企業研究会」を 11 月に、本

校と KTC 主催による「高専生のための地域企業研究会」

を１月に開催しました。また、企業による特別講義を前

学期と後学期に実施し、霧島市・日置市職員による地方

創生特別講義を後学期に実施しました。市職員による講

義の後に、OB・OG による事例発表を組み込みました。後

学期には、3年生の工場見学を行いました。

　COC+ 事業全体での取り組みとして、“地元企業よかと

こ発見バスツアー 2018”4 コースを夏期休暇の 9 月前半

に設定し，ネットで学生の参加を募りました。実施時期

が影響したのか，本校からは参加がなく、残念に思いま

す。9 月に“食と観光で鹿児島の魅力アップを考える”

と題した COC+ 公開講座 2018 を鹿児島大学で開催しまし

た。本校からは、一般教育科の町泰樹講師が観光と伝統

文化をテーマとする講義を行ないました。また、10月末、

学生による“COC+ 推進フォーラム 2018「私たちの就職

本音トーク」”が鹿児島大学で開催されました。学生と

県内企業の方々が参加して、県内就職か県外就職かで悩

んでいる学生に本音を話してもらうという企画でした。

本校関連では、KTC 会員企業の方に参加いただき、学生

の生の声を聞いていただきました。本校学生は高専祭と

日程が重なってしまった為、参加できませんでした。

　本年度は、KTC 関連事業、COC+ 関連事業に加えて、

2020 年の国体開催にむけて霧島市から依頼のあったカ

ウントダウンボードの作製を担当する学生のサポートを

行いました。本校作製のカウントダウンボードは霧島市

溝辺支所と鹿児島空港に設置予定です。

　地域共同テクノセンターは、これからも、地域の技術

力を高め、地域産業の活性化や地域の経済力向上に資す

るため、地域企業や行政機関との連携を通じて、地域産

業の発展に寄与する人材育成に取り組んでまいります。

平成 30 年度の主な活動内容
①第１回地域共同テクノセンター会議開催　４月10日

②第3回COC+ワーキンググループ会議出席（鹿児島大

学）4月27日

③第1回地域共同テクノセンター運営委員会開催　5月15日

④保護者向け校内合同企業セミナー開催　5月26日

⑤第1回「COC+高専」地方創生推進会議開催　5月30日

⑥第1回KTC役員会、総会開催　6月7日

⑦日置市異業種交流懇話会総会・企業訪問参加（日置

市）6月20日

⑧日置市異業種交流懇話会「企業の魅力説明会」出席

（日置市）　6月27日

⑨第1回産業支援CD会議出席（鹿児島大学）　6月29日

⑩情報関連産業育成支援検討委員会出席（鹿児島市）　

7月2日

⑪中小製造業者創業・新分野進出等支援事業審査会出席

（鹿児島市）　7月25日

⑫COC+３部会合同会議出席（鹿児島大学）　8月3日

⑬第2回KTC役員会、 創立20周年記念式典（第2回KTC技

術研修会）開催（霧島市）9月7日

⑭第2回「COC+高専」地方創生推進会議開催　9月21日

⑮KTC会員企業向け就職支援セミナー開催　9月27日

⑯霧島市主催大学生等向け合同企業研究会開催　11月7日

⑰第2回産業支援CD会議出席（鹿児島大学）11月12日

⑱第3回「COC+高専」地方創生推進会議開催　12月14日

⑲COC+３部会合同会議出席（鹿児島大学）　12月21日

⑳高専生のための企業研究会　1月23日

○21COC+３部会合同会議出席（鹿児島大学）2月１日

○22第3回KTC役員会、技術研修会開催　3月1日

○23第2回産業支援CD会議出席（鹿児島大学）11月12日

○24第4回「COC+高専」地方創生推進会議及び事業評価

会議開催　3月25日
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鹿児島高専テクノクラブ
地域共同テクノセンター長　豊平　隆之

　平成10年3月に誕生した「錦江湾テクノパーククラブ」

は，平成 28 年度に「鹿児島高専テクノクラブ」に改称

して平成 30 年 3 月に創立 20 周年を迎えました。

　錦江湾テクノパーククラブは，南九州地域の有志企業

が集い，地域産業との連携強化を理念とする鹿児島高専

と相図って，産学官連携組織として設立されました。創

立当初は，高専のある隼人町（現霧島市隼人町）近隣

の市町にある 46 社の一般会員と行政や公的機関からな

る 12 の特別会員で発足しました。設立から 2 年後の平

成 12 年 4 月に高専内の組織としての「創造教育センタ」

を「地域共同テクノセンタ」に改称し，鹿児島高専の

産学官連携に携わってきました。「地域共同テクノセン

タ」は地域の企業や行政機関などと連携し，地域企業と

の共同研究や技術相談，地域企業の技術者の人材育成事

業，本学学生に対する地域企業との共同教育・インター

ンシップ等を行なう拠点となっています。

　平成 30 年 3 月に創立 20 周年を記念して，鹿児島高専

テクノクラブの平成 30 年度の第 2 回技術研修会の場を

かりて，“鹿児島高専テクノクラブ創立 20 周年記念式典”

を開催しました。記念式典では，鹿児島県知事三反園訓

様，霧島市長中重真一様，日置市長宮地高光様からご祝

辞いただきました。また，鹿児島高専テクノクラブの前

会長であられました（株）JGE の宮村健一様に“分断と

壁を考える”という演題でご講演をいただきました。引

き続き，本校学生の活動報告が行なわれ，「ロボギャル

ズ鹿児島」と「エコラン部」が報告を行ないました。式

典会場の外ではエコラン部活動展示，専攻科 1 年生の研

究パネル展示，「デザコン」パネル展示，メカトロニク

ス研究部活動展示，ロボギャルズ鹿児島実演・パネル展

示，鹿児島高専 COC+ 事業紹介パネル等が展示され，式

典の休憩時間等に会員企業の皆様に紹介をすることがで

きました。式典には会員企業に就職している OBOG を含

む 100 名余りの方々と，本校職員と専攻科 1 年生の 70

名が集い，講演を熱心に聴講していました。記念式典終

了後に，祝賀会が開催され，教職員と OBOG との昔話，

異業種の会員企業の交流と盛大に開催することができ，

会員企業の方からも良い会であったとお褒めの言葉をい

ただけました。

　現在，会員企業数は 90 社近くになり，会員企業数を

3 桁にのせるよう会長，役員と本務でお忙しいなか，ご

尽力いただいています。20 周年を省みて，クラブの立

上げ方向性を考えたホップの 10 年，会員企業数の増減

がありましたが次の飛躍のための準備期間としてステッ

プの10年を終えて，次なる10年間は，大いなる飛躍（ジャ

ンプ）の 10 年になるように「地域共同テクノセンタ」

は「鹿児島高専テクノクラブ」に協力していきたいと思

います。鹿児島高専テクノクラブの会員企業様は，イン

ターンシップや就職先として学生にももっと身近な存在

になればと考えています。
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高専での１年間を振り返って
カウンセラー　臨床心理士　畑田 惣一郎

　スクールカウンセラーとして月 1 回お世話になってい

る畑田と申します。普段は精神科病院に勤務しており、

もう一人の同僚と共に、今年度から縁あって高専に派遣

されることとなりました。今回、『高専だより』の執筆

依頼を頂き、「まだまだ日の浅い私がどんな内容を書こ

うか」と悩みました。しかし、折角頂いた貴重な機会で

すので、読んでいる方のお力になれるかはわかりません

が、高専のこと、私のことについて感じたことを振り返っ

てみたいと思います。

　この１年間の高専を振り返った感想は、「新鮮な気持

ちにさせてくれる場所」でした。いつもは病院にいて、

どちらかというと中年期や高齢者の方と関わることが多

いため、月に 1 回訪れる高専の日は、“初めての勤務先”

“外に出ることができる”“若い”という場所で、新鮮な

気持ちにさせてもらいました。校門から相談室までの間

は、談笑したり、話し合ったりする学生さんの声を聞き

ながら歩いて行きます。そこで見ていた高専というのは

やはり特徴的で、熱心に体育大会を準備するような“青

春”という言葉が似合う「高校」の雰囲気と、自分で自

分の時間を作る“自由”という印象を与える「大学」の

ような雰囲気が入り混じっている様子でした。こんな光

景を見ていると、私にも「臨床心理士になるぞ」と誓っ

た青春時代に熱い気持ちがあったことや、それなのに「明

日は講義がないからダラダラしよう」と思ったりした自

由な時代があったことを思い出していました。私が現場

に出てもうすぐ 10 年目を迎えようとしている今、高専

はおそらく一旦私が初心に戻る機会にもなっているのだ

と思います。振り返れば、私の高校、大学時代は身近な

友人関係から将来のことまで、大小色んなスケールで悩

んでいました。それを乗り越えるために、今となれば恥

ずかしいくらいの気持ちで「自分を試す」とボランティ

アに打ち込んでみたり、反対に無目的に研究室に入り

浸ったりしていました。社会に出てからは、前職の総合

病院にて生死に向き合うことが多く、自分の無力さを突

きつけられながら、人の命について学ぶ機会をもらいま

した。現職では、心の病気や認知症に触れ、心と体の関

係の凄さについて学んでいると感じています。これまで

様々な波や壁がありましたが、先生や同僚、友人などの

出会いがそれを支えてくれていたと思います。そんな中

での、高専でのカウセリング。若輩ながらも、老若男女

いろいろな方と関わらせてもらっている仕事だなと思い

ます。

　今、カウンセリグで私が大切にしていることは、悩ん

で壁にぶつかることがあっても、自分の人生を全うして

もらうこと。目の前の相談者が（私にとってもですが）、

「傷つくことがあっても、その傷は人生の勲章だ」と思

える日がいつか来たらいいなと思ってカウンセリングを

しています。人生の岐路にあるだろう高専時代を、学生

さんが上手い下手など気にせずトライすることや、人と

の出会いの機会が訪れるようなお手伝いができたらと

思っています。
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技術室の研究活動
技術室　山下　俊一

　本欄は、日本学術振興会が募集する科学研究費補助金

獲得に向けた技術室の取り組みについて、ご紹介します。

　高専機構には、教育研究活動を支援する多くの技術職

員が在籍していますが、その多くが、科学研究費助成事

業（科研費）の奨励研究に応募しています。本校技術室

でも、この研究助成に対し、平成 20 年度から全員が応

募し、近年は、全国平均を上回る採択率で複数件獲得す

る状況が続いています。特に一昨年度は採択率18%の中、

本校は 13 名中 6 名（約 46%）が採択されるという結果

を得ました。この採択者増に対し、高専機構からの講演

依頼があり、昨年 8 月に名古屋大学で開催された全国高

専フォーラムにて本校技術職員の科研費獲得に対する取

り組み状況を報告してきました。（下写真）

　技術職員が応募する奨励研究は、実験実習内容の改善

や地域貢献に対する活動等を目的とする教育研究を題材

にした申請に適しており、採択された際は実験実習の改

善及び小中学生を対象にした出前授業等、この研究費を

活用して高専教育に寄与することができます。

　高等教育機関である高専は研究を通じて学んでもらう

場であるため、その教育現場に関わる技術職員も研究活

動や学会等で発表する経験を積むことが自己研鑽の一手

段になっています。採択者は、研究背景から生じた問題

意識への解決とその方法、結果のまとめ及びその成果報

告を行うことになりますが、この実施過程は研究テーマ

に限らず、多くの事柄について通用する一連の流れであ

り、この経験がその後の教育研究支援活動の業務に対し

有効に働き、技術職員の人材育成に繋がっています。

　技術室では、この取り組みに限らず、技術的知識と経

験を蓄積するための環境づくりや、自己研鑽する機会を

広げ、業務に必要な研究活動、資格取得及び各種研修参

加等のキャリア教育にて、技術力で高専教育に貢献でき

る技術室になるように努力しています。

平成 30 年度全国高専フォーラム（会場：名古屋大学）

リアクションホイールによる姿勢制御
電子制御工学科　瀬戸山　康之

　私は「リアクションホイールを用いた回転体の姿勢制

御」というテーマで研究を行っています。さて、リアク

ションホイールと聞いて、どのようなものかを想像する

ことができるでしょうか。リアクションホイールとは、

一般的には人工衛星の姿勢制御などに使われる装置で、

回転する円盤のようなものを想像してもらえればわかり

やすいかと思います。人工衛星の内部にはリアクション

ホイールが取り付けてあり、内部でくるくると回転をし

ながら人工衛星の姿勢を制御しています。気象衛星のひ

まわりや小惑星探査機のはやぶさなどにも使われていま

す。では、なぜリアクションホイールが回転するだけで

人工衛星の姿勢を制御することができるのかというと、

物理学の基本法則である「作用反作用の存則」がリアク

ションホイールと人工衛星の間で成り立っているからで

す。回転する物の場合、「回転する力」に対して、「回転

を止めようとする力」が回転する物に加わります。リア

クションホイールはこの原理を利用して人工衛星の姿勢

を制御しています。リアクションホイールの原理の説明

としてよく使われるのが、回転椅子の上で腕を振るとい

うものがあります。静止している回転椅子の上で両手を

広げ、勢いよく横方向に振ると、腕を振った方向とは逆

方向に椅子が回転します。この現象は、腕を振る力に対

して、それを止めようとする力が椅子に伝わるために起

こっているのです。人工衛星の場合も同様で、リアクショ

ンホイールの回転によって発生する力に対して、その回

転を止めようとする力が衛星本体に伝わり、衛星本体の

姿勢を制御しています。

　ここまで説明してきたように、リアクションホイール

は一般的に人工衛星の姿勢制御装置として利用されてい

ますが、私はリアクションホイールを人工衛星だけでな

く、様々な機械を動かす駆動装置として利用できないか

検討しています。現在は、回転しながら動くロボットの

移動や回転関節を持つロボットアームの関節の制御など

に利用できないか考えております。

　私の専門は制御工学なので、リアクションホイールを

用いた回転体の制御方法を考えていくのが研究の主な

テーマになります。卒業研究の学生にもリアクションホ

イールを用いた姿勢制御のテーマで研究を行わせていま

すが、最初にリアクションホイールの原理を説明すると、

自分たちの知っている法則を利用しているためか、「な

るほど、面白いですね」と興味を持ってくれます。しか

し、そこに制御理論が加わると理解が難しいらしく、数

式を見て四苦八苦しながらシミュレーションなどを行っ

ています。現在は理論が主で、実用化という点ではまだ

まだこれからとなりますが、これからも学生と一緒に精

進していきたいと思います。
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3.25, 3.2, 3.17, 3.43, … となりだんだん 3.5 に近

づきます．これは観測上（時間上）の平均値です．一

方，理論上（空間上）もサイコロの出る目の平均値は

(1+2+3+4+5+6)/6=3.5 です．サイコロの目のように，各

回で独立かつ同分布に与えられるランダムな実数値に対

して，それらの算術平均の極限（時間上の平均値）と期

待値（空間上の平均値）は確率 1で一致することが分かっ

ています．大数の強法則と呼ばれています．このように

時間と空間の平均の一致を表すものは確率論ではエル

ゴード定理として統べられているのです．

　日本は四方を海に囲まれており，江戸時代には鎖国も

しましたが，今や日本の街中で外国の方を見かけない日

は少なくなりました．一方，日本人がよその国や地域で

活躍することも決して珍しくなくなりました．また，他

の国や地域においても似たようなことがたくさん起こっ

ています．この現象がエルゴード定理によるものかは定

かでありませんが，世界はある意味「平均化」されつつ

あるように感じます．

　先程，ブラウン運動の話をしましたが，私の研究で

はブラウン運動に小さなジャンプが付いたマルコフ過

程を主に扱っています（下図参照 , K.Bogdan, et al., 

Potential Analysis of Stable Processes and its 

Extensions, Springer から引用）．マルコフ過程は「現

在に至るまでの全情報で測った未来の確率と，現在だけ

の情報で測ったそれは同一である」という性質（マルコ

フ性）をもっています．

　私の人生を振り返ってみると，生まれたのは福岡市で

すが，1 歳の頃に福岡市内で一度引っ越しています．そ

の後，8歳で中間市に移り，9歳で千葉県に移住・・・（長

いので中略）・・・約 5 年前に霧島市に移って現在に至

ります．日本という島国の中を時々ジャンプしながら生

きてきました．この過程にマルコフ性があるかは分かり

ませんが，確率論を学びながら，未来をより良く生きる

ために過去を振り返りかつ現在を充実させるよう努めて

きました．これからもマルコフ過程論を専門として，細々

と末永く研究しながら生きていきたいと思っています．

私の研究と人生
一般教育科講師　松浦　將國

　私の数学での専門分野は確率論と呼ばれる領域です．

確率論というと皆さんは「サイコロを振って某の目が出

る確率は・・・」等の話を想像するかと思います．しかし，

現代で論じられる確率論はルベーグ積分論と呼ばれるも

ので成り立っています．これは高専数学の積分（リーマ

ン積分）のように領域を千切りやさいの目切りにするの

ではなく，「測度」という面積や体積などの概念を超え

たものにより成り立つ積分論です．これにより至る所不

連続になるような珍妙な関数も積分できるようになった

のです．

　本校のように理数系教科に重みを付けて入試の点数を

配分している学校はたくさんあります．私の研究対象に

も正規化ファインマン・カッツ汎関数といって，重み付

けのための確率変数があります．熱方程式という微分方

程式

の基本解 u(t, x) は

です．この Bt とはブラウン運動のことです．株価の

ニュースなどでクネクネしたカーブを見たことがあるで

しょう．これはブラウン運動の一種で，上記の指数部分

がファインマン・カッツ汎関数と呼ばれるものです．そ

して，正規化ファインマン・カッツ汎関数は

で与えられます．これについて処罰問題という次の問題

が 2002 年頃からヨールらにより考えられてきました．

(1) Γ∞,x は特定の時刻 s の事象を確率として測ること

ができるか？

(2) そうだとしたら，その分布は時刻 s についてどのよ

うに表されるか？

　詳細は割愛しますが，私が考えている処罰問題の解決

にはエルゴード定理と呼ばれる道具が必要です．さいこ

ろを何回か振ってみると 3, 6, 1, 3, 3, 3, 5, … な

どとでたらめな目が出ます．最初の 7 回のうち 4 回も

3 の目が出ており，何か偏りのありそうな結果にも見

えますが，各回までに出た目の平均値を小数第三位を

四捨五入して小数第二位まで求めると 3, 4.5, 3.33, 
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贈る言葉
情報工学科　原　　崇

　卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。鹿児

島高専を卒業する皆さんには、これから進学先や就職先

など、新しい環境での新しい生活が待っています。いろ

いろな期待や不安が入り混じっているのではないでしょ

うか。私も 10 数年前に新卒で就職するときに、同じ気

持ちになりました。そしていま、鹿児島高専の教員とし

てこの場にいるのですが、その間の人生で様々な教訓を

得ることができたので、それを卒業する皆さんにお伝え

したいと思います。

　◇進学、就職することはゴールではなくスタートである

　5 年生や専攻科 2 年生になって進学や就職のために

様々な努力をしたと思います。それらを達成した人は、

人生の目標を達成したような気持ちになっているかも

しれません。「試験勉強や実験のレポートは大変だった

けど、それももう終わり」と思っている人がいるかもし

れませんが、そうではありません。特に会社に就職する

人は、これからがまさに新たな勉強の始まりです。会社

に入ると、高専での授業以上に自分の知らない世界が広

がっており、毎日が勉強になります。そして、実験のレ

ポートとは比べ物にならないぐらい高度で多量の文書

（設計書や報告書など）を書くことになるでしょう。高

専での勉強は、社会に入ってからやることの練習みたい

なものです。勉強が終わったとは考えず、人生は常に勉

強だと考えてください。

　◇真面目に生きよ

　「正直者が馬鹿を見る」という言葉がありますが、「正

直者は馬鹿を見ない」というのが私の持論です。これま

での人生の中で、何度もそのことを痛感した経験があり

ます。少しオカルトめいた話ですが、私は人生の様々な

節目に「自分は何て運が良いのだろう」と思ったことが

多々あります。それら全てが自分の普段の行動と結びつ

いている証拠はありませんが、普段の行いが良かったた

めに救われたと感じたことが何度もあります。私は２年

程前に交通事故に遭いました。歩道を自転車で走行中に、

車が歩道に突っ込んで来て、ぶつかりました。幸い大き

な怪我はありませんでしたが、良かったことは、私が交

通ルールを守っていたということです。しっかりと自転

車通行可の歩道を走行していました。もし、私が自転車

通行可ではない歩道を走行していたら。もし、傘さし運

転だったら。きっと「交通ルールを守っていなかったあ

なたにも非がありますね」と言われていたでしょう。交

通ルールを守っていたからこそ、自分には非が無いと言

い切ることができました。誰も見ていないからいいや、

と考えがちですが、どこで誰が見ているか分からないも

のです。それは良い行いも悪い行いも。「真面目」とい

うと、つまらないものと感じるかもしれません。そんな

馬鹿正直に生きる必要はない、と思うかもしれません。

別に聖人君子であれということではありません。自分に

とって都合が良くなるためには、真面目に生きるのが近

道なんだという利己的な考えで、真面目に生きるのが良

い、というのが私の人生経験から言えることです。

◇「～しようと思います」は誰でも言える。「～しよう

　と思ったので始めました」と言おう

　研究をするとき、仕事をするとき、普段の生活の中

で、「～しようと思います」と言うことがよくあります。

この言葉は、何の説得力もありません。もちろん、しよ

うと言ったことを、宣言通りにしたのならば、良いこと

ですが、そうする保証はありません。むしろ、その場限

りの言葉になって、実際には何もやらないということが

多いと思います。従って、「思います」で止めないでく

ださい。思ったことを行動に移してください。「思った」

と「行った」とでは雲泥の差があります。

　月並みな 3 つの教訓を書きましたが、これは高専を卒

業する皆さんに贈ることとともに、自分自身にも言い聞

かせている言葉でもあったりします。ここに書いたこと

は、自分で大事だと思っていながらも、私自身が完璧に

遂行できていないことです。つまり、この歳になっても、

まだ立派な大人になれていないということですね。立派

な大人になれるよう、私もこれから努力していこうと思

いますので、皆さんもぜひ努力してください。皆さんが

立派な大人になるために、ここの言葉が少しでも役に立

てば幸いです。

　さて、最後になりますが、卒業生の皆さんには、いつ

かまた高専に戻ってきて欲しいと思っています。卒業生

が高専に戻ってきて、顔を見せてくれることが、我々教

職員の何よりの励みになります。また、後輩にとっては

先輩の話を聞くことが何よりも貴重な経験になります。

卒業したからといって、高専との関係を断つ必要はあり

ません。いつか、皆さんの成長した姿を見られることを

期待して、贈る言葉とさせて頂きます。皆さん、卒業お

めでとう。
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転　機
電気電子工学科 5 年　草本　乃亜

　ついこの前高専生になったばかりな気もしますが、

あっという間にもう卒業の時期となりました。と言うの

も、中学生の頃から何となく理系科目が得意で、家も近

所で通いやすかったためこの鹿児島高専に来ましたが、

具体的な夢や目標などなかった私は、特別な何かをする

こともなく、何となくテストやレポートをこなしながら

進級してきたからです。私と同じような学生は他にも少

なからずいるのではないでしょうか。

　そんなこんなで 4 年も終盤になり、いざ就職活動が始

まりましたが、これといってやりたいこともなかったた

め正直、「適当な安定した企業に就職できればいいや」

という気持ちで、学内で行われていた合同企業説明会な

どを聞いて回っていました。当時は生活も収入も安定し

そうな県内就職にしようと考えていたので、ある程度ど

の企業に就職するかは定まってきていました。そして春

休みも近くなり、就職活動も本格化しだした 2 月に、学

校で 4 年生全員に 3 月中旬に久留米高専（福岡）で行わ

る合同企業説明会のパンフレットが配られました。場所

が遠かったので、わざわざそんなところまで行くことも

ないだろうと思い、その時はパラパラと眺めているだけ

でした。すると、ある企業がぱっと目に付き、その企業

を見つけた一瞬でやっと自分がやりたいことを見つけた

気がしました。そして、春休みにはその企業の説明会を

聞きに行くためだけに福岡まで行き、説明を聞けば聞く

ほどそこで働きたい気持ちは強くなりました。ところが

応募期限が 4 月に入ってすぐだったため、迷っている暇

はありませんでした。春休み中にエントリーシートを書

き上げなければなりません。急いで担任の先生に連絡し、

諸々の書類を揃えて応募し、試験を受けて無事内定を頂

くことができました。

　今までこんなに自分から何か精力的に取り組むことは

ありませんでしたが、あの時の一瞬の行動力が私の人生

を変えた気がします。また、過程はどうであれ、最終的

には自分のやりたいことを見つけることができたので、

これが最善の選択肢だったかどうかは分かりませんが、

今は高専に入学して良かったと思います。5 年間ありが

とうございました。

卒業にあたって
機械工学科 5 年　村山　航希

　鹿児島高専に入学して 5 年が経った。月並みな言葉は

あるが、5 年という年月は長いようで短かった。しかし、

短いと感じた 5年間にもたくさんの出来事があった。

　最初は、寮生活である。入学したばかりで右も左分か

らず、周りにまだあまり友達がいない中でいきなり 1 つ

年上の先輩と同じ部屋で過ごすというのは思っていたよ

りも大変だった。また、今は無き「挨拶運動」も、やっ

ている間はとても嫌なものであったが終わってみればあ

る意味では良い経験である。二度とやりたくはないが。

そんな寮生活も時が経てば友達が増えることで楽しいも

のへと変わっていった。5 年生になってからは自宅通学

をしていたが、時々名残り惜しくなる、そんな寮生活を

くれたと思う。これから寮生活が始まる人もすでに寮生

活を送っている人も、是非色々な人と触れ合って「楽し

かった」と思える寮生活を送ってほしい。

　2、3年生では授業や勉強が大変だったと感じる。とい

うのも 2、3 年生から専門科目がどっと増えたためであ

る。クラスメイトの中には留年してしまう者もいた。高

専では気を抜くととても簡単に留年してしまうので注意

してほしい。勉強は面倒臭いと感じることもあるだろう

が、諦めずに頑張れば卒業後の進路選択の幅がとても広

がるので、未来の自分への投資と思って耐え抜いてほし

い。

　4 年生での一番の出来事といえば体育祭の応援団であ

る。応援団は 4 年生が中心となって行うが、4 年生同士

で対立してしまうこともあり、中々上手くいかないこと

もあった。それでも、本番までのきつい練習についてき

てくれたクラスメイトと 2、3 年生にとても感謝してい

る。応援団を 4 年間やってきて辛いこともあったがそれ

以上にとても楽しかった。興味のある人は是非やるべき

である。

　5 年生ではまず初めに就職活動があった。勿論初めて

のことなので、履歴書を書いたり、面接の練習をしたり

と大変だった。特に自己 PR を考えるのには普段中々意

識していなこいとなので苦労した。皆さんが就活し始め

て、自己 PR が中々思い浮かばないときは小恥ずかしい

だろうが自分の良い所を聞いてみるとよいだろう。無事

に卒業後の進路が決まると今度は卒業研究が待ち構えて

いる。私は恥ずかしながら前期にあまりちゃんと活動し

なかったために後期に痛い目を見た。皆さんには前期か

ら精力的に活動することを強くおすすめする。

　最後に、5 年間ともに過ごした友人やお世話になった

教職員の方々にこの場を借りてお礼申し上げます。5 年

間本当にありがとうございました。



―34― ―35―

高専生活を振り返って
電子制御工学科　米徳　綾乃

　入学当時は 5 年なんてまだまだだと思っていた高専生

活もあっという間に終わりを迎えます。5 年間を振り返

ると、言い尽くせないほど充実していて、とても恵まれ

た環境で過ごせたことに誇りをもっています。

　1 年生からマネージャーとしてサッカー部に入部す

ることを決めてからは部活漬けの毎日でした。マネー

ジャーという、選手とは違う立場でありながらも、部員

の勝って喜ぶ顔の見たさ一心で、自分にできることをひ

たすら考えながら過ごしていました。約 4 年半の間、さ

まざまな大会、練習試合、合宿などを通して、嬉しいこ

とも、悔しいことも、つらいこともたくさん経験しまし

た。そんな部活動の集大成となる、5 年生として迎えた

最後の全国高専大会で優勝したときの感動は一生忘れま

せん。最後まで感動を与えてくれた部員のみんなに本当

に感謝しています。私はサッカー部で人間としてとても

成長することができたと思っています。このような素敵

な環境でこれからも活動していく後輩達のこともずっと

応援しています。

　また、学校行事の一つとして、応援団での思い出は、

部活の関係で 1 年しか参加することができなかったにも

関わらず、自分にとって強くかけがえのない時間として

残っています。きつい練習も、クラスメイトの熱い気持

ちに自然と自分も引き込まれ、なんとか乗り越えること

ができました。結果は思い通りにはならなかったですが、

一人一人が一つのことに全力で挑み、仲間と団結力する

ことができた時間が大好きでした。応援団で他では味わ

えない感動を経験することができる、体育祭という鹿児

島高専の素敵な伝統行事はこれからも続いてほしいと思

います。

　学業面では、このような部活や学校行事との両立がと

ても大変でした。部活が終わってからするレポートや、

テスト前の勉強は体力的にも精神的にもつらかったです

が、この努力が、志望する企業に内定をいただけたこと

につながっていると思うと頑張ってよかったと心から思

います。入学当初は自分の夢が明確になかったですが、

今では自分のなりたい姿ややりたいことをみつけ、高専

で学んだことを生かしていきたいと思っています。

最後に、クラスのみんな、サッカー部のみんな、5 年の

数少ない女子、先生方、先輩後輩、家族など、高専生活

で関わってくださったすべての方に本当に感謝していま

す。学生生活が終わってしまうのは寂しいですが、たく

さんの思い出をこれからも大切にしながら、今後社会人

として自信をもって、明るく、何事にも前向きに頑張っ

ていこうと思います。

卒業するにあたって
情報工学科 5 年　田代　悠馬

　高専での 5年間は正直、あっという間でした。

　私が情報工学科の卒業生を代表してこの文章を執筆さ

せていただくにあたって高専での生活を振り返ってみた

のですが、特に部活動で何か実績を残したわけでもなく、

体育祭や文化祭といった学校行事に積極的に参加したわ

けでもなくただ平凡な毎日を 5 年間過ごしていたので、

何か特に頑張ったことを挙げようとしても悲しいことに

挙げるのにとても苦労してしまいました。

　そんな私が卒業生を代表して書いていいのかと一瞬思

いましたが、この 5 年間で頑張ったことを強いて挙げる

とするならば大学編入に向けた勉強だと思うので、その

ことについて少しだけ書いていきます。

　私は 2 年生の頃に，高専を卒業した後は大学に編入し

たいと思うようになり、そこから大学編入へ向けて勉強

を始めました。私は数学と物理が得意なので、受験直前

までそれらを中心に勉強してきました。しかし、それま

で苦手な英語は避けて勉強してきたので、受験直前は大

変な思いをしました。

　受験の数日前に英語の過去問を解いてみると全然解け

なかったのでかなり焦ったのを覚えています．あまり理

想的な勉強方法とは言えませんが、無事第 1 志望の大学

から合格を頂きました。私から後輩の皆さんに言えるこ

とは、「早くから勉強を始めればどこでも合格できる」

ことと、「苦手な科目に重きを置いて勉強すれば楽でき

る」ことです。皆さん勉強頑張ってください。

　冒頭に書いたように、私は高専での 5 年間を「平凡」

に過ごしてきました。しかし、気の合うクラスメイトに

出会えたことで学校では充実した時間が過ごすことがで

きています。友人には私のしょうもない話や趣味の話に

たくさん付き合ってもらって感謝しています。さらに、

大きなケガや病気もしなかったし、第一志望の大学にも

合格することができたので個人的には満足のいく 5 年間

だったと思っています。

　先生方には勉強のことや将来の進路についてなど、

様々なことを教えていただき、時には相談に乗ってくだ

さってとても感謝しています。また、2 年生から 4 年生

にかけての週 1 手書きレポートではレポートを書く力を

つけることができたと思います。これは進学先の大学だ

けでなく、就職してからもきっと役に立つことだろうと

思います。本当にありがとうございました。

　進学先の大学では、自分を高めるために様々なことに

積極的に取り組んでいきたいです。

　5年間ありがとうございました！ 
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生きたい人生
都市環境デザイン工学科　今村　菜々子

　「理数系苦手なのにやっていけるの？」「女の子なのに

工業系に進まなくてもいいんじゃない？」そんな言葉を

かけられて早五年がたった。卒業を控えた今、あの時周

りの言葉に流されず、夢を諦めなくてよかったと心から

思っている。

　私を育ててくれた自然豊かで、人情あふれるこの温か

い街並みを守りたい、もっと人に優しい街づくりに携わ

りたいと思ったことが、鹿児島高専の都市環境デザイン

工学科を目指した理由だ。この思いは、入学してからも

変わることなく、専門的なことを学ぶにつれ、更に具体

的なものになっていった。

　五年間の授業で、特に興味を持った科目は、製図や模

型作成、都市計画の授業だ。物づくりが元々好きだった

こともあり、自分で考えたものが形になる喜びと、街の

作り方などを学べる日々に欣喜雀躍していた。元々、建

築物を眺めるのが好きだった私は、自転車での行き帰り、

沢山の道を通った。古いながらも趣のある家、手入れさ

れた庭に心和まされる日々だった。ところが、年数が経

つにつれ、忘れられる様も目にするようになった。少子

高齢化の波を痛感した。このままでは寂しい。住人の思

い出が詰まった家をリフォームやリノベーションで「生」

を与えたい。それが、活気にあふれた温かい街をつくる

一歩になると考えるようになった。そして、先生方の熱

心な指導に励まされ、無事に第一希望の企業に就職が決

まった。ほっとしたと同時に、苦手な分野へ踏み出した

私を心配し、応援してくれた方々に感謝した。「自分に

負けず努力する」と決めた以上、理解できるまでノート

と向かい合い、鉛筆で黒くなった手を見て涙した日々が

報われた気がする。

　この五年間での経験は私の宝となった。一年間の寮生

活で集団生活を、語学研修では環境に適した街づくりの

重要さを学んだ。また、男女問わず夢を応援しあい、悩

み苦しんだからこそ一生の友人にも恵まれたのだと思

う。そして、夢をかなえる条件に、得意不得意も、性別

も関係ないということを、自分の努力次第だということ

を、学んだ。多くの人の役に立てる技術者として成長し

ていきたい。

専攻科で学んだこと
機械・電子システム工学専攻　髙橋　直矢

　専攻科は、本科で習った内容に比べて技術者になるた

めの技能や心構えを学ぶことが出来た。

　専攻科を卒業することで準学士から学士を取得するこ

とが出来るため、専攻科では大学生と同じような内容が

行われると思われるだろう。しかし、実のところ本科の

５年間で大学生において学ぶべき内容はすでに終えてい

るため、専攻科では大学よりも一歩踏み込んだ内容を学

修することになる。

　専攻科で学んだ内容の中で、特に技術者として必要な

技能を養うことが出来た授業は『環境創造工学プロジェ

クト』である。

　この授業は複数の学科と班を組み、ある課題を克服す

るための案を構想・発明することが目的である。我々が

企業に就職し、製品をつくり上げることにおいて、異な

る技術を身に付けた人と共同で製作することがあるだろ

う。専攻科ではそれを授業の中で疑似的に行われる。課

題は年によって変わり、我々の年では「地元（鹿児島）

の問題を解消する物を提案する」が課題となった。

　今回の課題を克服するために、まずは鹿児島の問題を

集めるべく、KJ 法やブレインストーミングを行うこと

で班の意見をまとめた。意見交換を行う中で特に農業に

着目したものが多く、鹿児島南西部に位置する長島町に

視察を行い、農業関係者から実際に抱えている問題につ

いて生の声を聞いた。

　私が所属した班で解消しようとした課題は、『サツマ

イモ等の収穫時における運搬の負担軽減』である。この

課題を実現するために、我々は自動運搬車を考案し、開

発に着手した。ここで班の中にいる複数の科の人が、互

いの強みを生かした技術で部分的な開発を行い、最終的

に開発したもの融合されることで完成させる。

　我々の班では、都市環境工学出身者は車体設計、機械

工学科出身は車体本体製作、情報工学出身者は自動運転

プログラム作成、電気工学、制御工学出身者は電気配線、

回路作成を担当した。

　3DCAD で設計し、決められた予算内から材料を用意し、

設計された図をもとに車体本体を作成した。そしてプロ

グラムを組み込んだ Raspberry Pi や認識カメラ、回路

を設置した。

　期限の関係上、プログラムの完成が叶わなかったが、

手動操作を行うコントローラを接続し、物を運ぶ際に段

差をなくすための昇降装置を設置し、実際に動作するか

確認した。

　技術者としての技能を養うための専攻科では、このよ

うに通常の大学で体験できないことができるため、技術

者になるためには非常に有意義なことができると思われ

る。



―36― ―37―

専攻科を修了するにあたって
電気情報システム工学専攻　神田　将吾

　私が、鹿児島工業高等専門学校の正門を通り、情報工

学科に入学してからはや 7 年が過ぎ、専攻科を修了する

ときとなりました。この 7 年間の鹿児島高専での学生生

活は、私の今までの人生のなかで、かけがえのない時間

であったと胸を張って断言でき、私の誇りです。

　本科の学生生活では、文武両道を掲げ、勉学と部活動

のサッカーに励む日々を送り、この上なく、充実した学

生生活を過ごすことができました。勉学における工学的

知識の習得はもちろんですが、部活動において“高い目

標に向かって日々挑戦すること”を日々の練習や指導者

の先生から学んだと思っています。 サッカー部では、

夏に開催される全国高専大会での優勝を掲げ、トレーニ

ングをしてきたことや、部活終わりの何気ない会話、栄

養会、各種大会など、多くの思い出が、今でも心に染み

付いており、私の青春です。

　また、学生生活や部活動、寮生活、応援団などの鹿児

島高専の環境を通じて、夢を語りあうことができる仲間

ができ、一生付き合っていくことができる友を作ること

ができました。これから、社会へと出て、与えられた環

境の中において、時には壁にぶつかり、悩むことがある

でしょう。そのようなときに、腹を割って相談できる友

がいると思うと、心強く、今後の人生の宝となっていく

だろうと思います。

　7 年前の入学式に、当時の学校長から“学生は自ら学

ばなければならない”という言葉をお聞きしました。当

時の私は、その言葉の意味に、あまりピンときませんで

した。ただ、この 7 年間の学生生活の中で、自分にとっ

て必要となることを“自ら学ぶ”とともに、研究活動を

通じて、ものごとを探求していく力を習得したと思いま

す。今であれば、学校長の言葉の真意が、身を持って理

解できたと思います。

　専攻科の 2 年次では、北海道にて開催された国際学会

で発表をさせていただく機会をいただき、おこなってき

た研究内容の発表をしました。その学会にて、他大学の

学生はもちろんですが、海外からの留学生も参加してお

り、会話はもちろん英語となりました。簡単な英語では

ありますが、コミュニケーションを積極的にとり、会話

を進めることが出来きたと思います。この経験によって、

将来、グローバルに活躍する人材となりたいという目標

をたてることが出来ました。

いよいよ、今まで慣れ親しんだ、この地を離れていきま

すが、この鹿児島高専の環境において学び、培った経験

や思い出、多くの友情を胸に、自分が進むべき、目標に

向かって日々挑戦していきたいと思います。

　最後に、今まで、この鹿児島高専でお世話になった人々

すべてに感謝申し上げます。鹿児島高専ありがとう。

好奇心という種
建設工学専攻 2 年　德田　裕二郎

　さて、この記事の執筆依頼をお願いされた前日の 10

月 11 日、ロシアから二人の宇宙飛行士を乗せ国際宇宙

ステーション（ISS）へ向かうロケットの打ち上げが失

敗に終ってしまい、私も失敗覚悟で文章を書いている次

第であります。記事に失敗があるのかは定かではありま

せんが。

　皆さんは高専に入るときの志望動機を覚えているで

しょうか。しっかりとした理由を持った人もいれば、実

はなんとなくという人もいるのではないでしょうか。中

学時代、大して何も考えずよく抜けてると言われていた

私も（今もですが）、学校説明会で環境分野ってなんと

なく楽しそうじゃん！という好奇心から入学を志願した

ことを覚えています。そんなこんなで入学を決め、気の

置けない友達もでき、応援団や寮生活、部活動などを通

して本当にありがたいことに楽しい高専生活を送らせて

いただきました。5 年間が過ぎようとしていた時、ここ

で私は進学か就職かという人生を決める分岐点に立たさ

れました。この記事を読んでいる方の中でも少なからず

このことで迷っている方もいるのではないでしょうか。

ここで、そもそもなぜ高専に入ったかを振り返ってみま

す。私の場合は環境分野を学びたいという好奇心で入学

を決意しました。しかし、その時の好奇心という種は社

会に通用する花に育っているのだろうか。何かの歌では

ありませんが、ナンバーワンではなくても何か特別なオ

ンリーワンを持っているだろうか。そう考えた私は迷わ

ず進学という道を選んでいました。

　しかし、勉強していてもこれは何の役に立つんだろう

と考えたりするものです。そんなことは気にしなくてい

いんです。何の役に立つのかわからないけど楽しそうだ

からやってみる。こういうものを基礎研究と言います。

この基礎研究こそが 10 年後、20 年後に花を咲かせるた

めの種になります。例えば、みなさんがよく使っている

コンピュータも量子力学という研究を応用して作られた

ものです。この量子力学が盛んに研究されたのは 1990

年代初頭。1 世紀以上も前に撒かれた種が今、こうして

大輪の花を咲かせているのです。

　私は現在、下水処理場から排出されるバイオマスであ

る下水汚泥を用いたキノコ栽培の研究を行っておりま

す。簡単に言えば、何にも使いようのない廃棄物から食

べ物をつくっちゃおうという研究です。誰もやったこと

のない研究であり、失敗も多いですが、楽しく研究して

います。この経験が将来どうなるかはわかりませんが、

一度きりの人生です。好奇心というものを人生の指針に

してみるのも楽しいかと思います。

　さて、記事を書き終え、記事に失敗はないようですが、

こんなものでいいのかという心配はあるようです。
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卒業生の就職・進学一覧及び修了生の就職・進学一覧

《機械工学科》 《電気電子工学科》

ANAベースメンテナンステクニクス(2名）

IHIプラント建設株式会社

旭化成株式会社

エクセン株式会社(2名)

キヤノン株式会社

京セラ株式会社鹿児島国分工場

株式会社クレオ

株式会社コスモテック

サントリー

株式会社SUBARU

株式会社ディスコ

株式会社東研サーモテック

ファスフォードテクノロジ株式会社

富士電機株式会社

株式会社富士通ゼネラル 

ヤンマー建機株式会社

京セラ鹿児島川内工場

三菱電機エンジニアリング株式会社

西日本高速道路ファシリティーズ株式会社

大分キヤノン株式会社

中国電力株式会社

東海旅客鉄道

(進学）鹿児島高専専攻科（3名)

(進学）九州工業大学情報工学部(2名)

(進学)鹿児島大学工学部(7名)

株式会社MHPSコントロールシステムズ

株式会社Mテック

株式会社九州タブチ

株式会社日立ビルシステム

株式会社ユピテル鹿児島

JXTGエネルギー株式会社

九州電力株式会社

京セラ株式会社国分工場(2名)

中部電力株式会社

富士電機株式会社

三菱電機ビルテクノサービス株式会社(2名)

株式会社ワールドインテック

(進学)大阪大学工学部

(進学）鹿児島高専専攻科（7名）

(進学)九州工業大学工学部(3名)

(進学)熊本大学　工学部　

(進学)東京工科大学 工学部　

(進学)豊橋技術科学大学　電気・電子情報工学課程

(進学)琉球大学　工学部　工学科
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卒業生の就職・進学一覧及び修了生の就職・進学一覧

《情報工学科》《電子制御工学科》

OEC株式会社ＡＮＡ（2名）

いちき串木野市株式会社Ａ・Ｒ・Ｐ

パステムソリューションズ株式会社DMG森精機株式会社

パナソニック システムソリューションズ ジャパン株式会社JFEプラントエンジニアリング株式会社

浜松ホトニクス株式会社株式会社アドバンステスト

ファナック株式会社株式会社オーケー社

富士ソフト株式会社(5名)カマルク特定技術研究所株式会社

富士電機株式会社九州電力株式会社

メタウォーター株式会社サントリープロダクツ株式会社

一般社団法人 日本血液製剤機構三豊機工株式会社

株式会社FIXER(2名)ソフトマックス株式会社

株式会社NHKメディアテクノロジーダイキン工業株式会社

株式会社NTTぷらら日本特殊陶業株式会社

株式会社イーウェル株式会社ネオテック

株式会社ニコンパナソニック ｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞ&ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙｼｽﾃﾑｽﾞ社

京セラコミュニケーションシステム株式会社本田技研工業株式会社

(進学)大阪大学 基礎工学部（2名）南日本新聞社

(進学)鹿児島高専専攻科(5名)村田機械株式会社

(進学)千葉大学 工学部メタウォーター株式会社

(進学)九州工業大学 情報工学部(2名）(進学)岡山大学工学部

(進学)九州大学 工学部 (進学)鹿児島高専専攻科(7名)

(進学)九州大学 理学部(進学)鹿児島大学工学部(3名)

(進学)大阪大学　基礎工学部(進学)九州工業大学情報工学部(6名)

(進学)豊橋科学技術大学  情報知能工学課程（2名）(進学)熊本大学工学部(2名)

(進学)豊橋技術科学大学機械工学課程(2名)

(進学)豊橋技術科学大学情報・知能工学課程
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卒業生の就職・進学一覧及び修了生の就職・進学一覧

《都市環境デザイン工学科》

株式会社ピーエス三菱

JFEシビル株式会社

NTTインフラネット株式会社

株式会社奥村組

株式会社佐多コンサルタンツ

川田工業株式会社

九州電力株式会社

三機工業株式会社

ショーボンド建設

住友不動産株式会社(2名)

東海旅客鉄道株式会社(2名)

東急建設株式会社

パシコン技術管理株式会社(2名)

馬場デザイン工房

南生建設株式会社

株式会社CTIグランドプランニング

株式会社NIPPO

株式会社大気社（2名）

株式会社横河ブリッジホールディングス（2名）

(進学)鹿児島高専専攻科(5名）

(進学)鹿児島大学工学部海洋土木工学科

(進学)鹿児島大学工学部建築学科(3名)

(進学)熊本大学工学部社会環境工学科(2名)

(進学)佐賀大学理工学部都市工学科

(進学)長岡技術科学大学環境社会基盤工学課程

(進学)北海道大学工学部環境社会工学科

(進学)宮崎大学工学部社会環境システム工学科

《機械・電子システム工学専攻》

アイシン・コムクルーズ株式会社

株式会社　ソラシドエア

セイコーエプソン株式会社

旭化成株式会社 (3 名 )

株式会社　ディスコ

株式会社　日産オートモーティブテクノロジー

株式会社　日立産業制御ソリューションズ

川崎重工業株式会社 

( 進学 )九州大学大学院総合理学府

(進学 )長岡技術科学大学大学院電気電子情報工学専攻

(進学）東京大学大学院　新領域創成科学研究科

西日本高速道路エンジニアリング九州

ＩＨＩプラント建設株式会社

サントリープロダクツ株式会社

全農サイロ株式会社

デンソーテクノ株式会社

花王株式会社

株式会社ニコン

京セラ株式会社

三菱電機ビルテクノサービス株式会社

（進学）航空大学校

（進学）鹿児島大学大学院理工学研究科

《電気・情報システム工学専攻》

JFE シビル株式会社

株式会社大気社

パシフィックコンサルタンツ株式会社

新日本空調株式会社

西日本高速道路株式会社

(進学 )長岡技術科学大学環境社会基盤工学専攻

《建設工学専攻》
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私の定年退職
情報工学科　幸田　晃

　「やっと来たか」というのが本音です。

　元々、研究職の自衛官から民間の会社、例えば HONDA

か TOYOTA の研究所へいくつもりでした。ところが、今

は退官された和田先生から「高専どう？」とお声が掛り、

初めは高校生に教えるのは・・・と思いつつも、「どう

やら自分で好きな研究ができるらしい」と分かり、転職

しました。給料は半分ぐらいになりましたが、家内の「あ

なたが楽しそうに出勤するのが第一！」の一言が決定打

でした。

　東京にいるときは日曜に近くの公園で、人がいない早

朝にカセットテープでメトロノームの音を取り、帰宅後

パソコンで音響信号処理をするのが通常でした。これが

仕事でできるとなると、楽しくないはずはありません。

　長年高専にいる、自分の行動が高専ではいささか窮屈

になり、「はやく退職こないかな～」と思うようになり

ました。私の退職はゆっくりしたいではなく、頭の中に

ある次のアイデアを早く実行できる、一つのゲートです。

（偉そうに書いてますが、何もしなかったりして）

　ところで、高専を振り返るお話をさせて頂くと、子供

が就職・結婚するまでの間、何とか家族を食べさせてい

ただいて感謝しております。仕事面では当然ながらスキ

ル UP は図れました。しかし頭が白くなり、スマートに

仕事がこなせなかったのが難点です。

　退官後は・・・・・・、という話を書くべきなのでしょ

うが、正直、今、あまり考えておりません。多分「幸田

先生なら・・・」のご想像通りになるのではないでしょ

うか。

　人生に大切なことは「したいことをする」です。大人

は違いますが学生はこの言葉を勘違いすることが多いの

で、必ずこの言葉の前に「将来の自分も含め人に迷惑を

かけない範囲で」が補足されます。「したいことをする」、

この言葉を実現することを考えれば、定年というゲート

の存在は有意義でもあり無意味でもあると感じておりま

す。

定年退職にあたって
技術室　山下　俊一

　来年は、いよいよ２回目となる東京オリンピックが開

催されます。それから５年後の大阪万博開催へと、前回

同様、工業技術の進歩もさらに加速し、空想の世界が数

多く現実化していくことと思われます。

　今ではよく耳にするＩｏＴも数年前までは、その言葉

に馴染まなかったところですが、最近では様々な分野で

ＩｏＴ技術が活用されています。併せてビッグデータを

有するＡＩは、人間よりは劣るだろうと言われていた分

野でも、時々ミスを犯す人間よりも的確な判断で信頼性

が増しています。これからは人と人の繋がりに加えて、

人とＡＩが協力していく繋がりも必要になる時代が訪れ

ようとしています。

　私の着任当時は、本校に初めて大型コンピュータが導

入された頃で、当時、まだ少ない空調完備された新しい

建屋の部屋中央に鎮座し、プログラム１行に該当する数

個の穴が開いたカードを何百枚と凄まじい勢いで読み

取っていく状況と計算の速さに感動したものでした。今

では、この存在感のあったコンピュータよりも遥かに優

秀で、処理能力の速い、数段安価なパソコンが机上にあ

ります。必要とするソフトウェアをインストールすれば

万能マシンです。パソコンの無い当時であれば、この原

稿も、消しゴムで消しては書き直してと乱筆で書かなけ

ればならないところでした。その頃の卒業研究は、大き

な紙に手書きで文章や図、グラフを書いて、それをめ

くりながら発表する等、学生もアナログな作業に多くの

時間を費やしていました。その後、１枚のボードに半導

体素子を配置したワンボードマイコンという小型コン

ピュータが現れたときは、学生と共に１６進数の機械語

プログラムに悪戦苦闘したことを懐かしく思い出しま

す。このコンピュータも今は遥かに高い性能を持つ小さ

なチップになってＩｏＴ技術を支えています。

　振り返れば、アナログからデジタルへとコンピュータ

の進化と共に多くの技術が進歩した時代でした。今後は、

あらゆるモノの自動化が進み、生活環境が向上していく

ことと思われます。これらの製品を創る技術者を育成す

る鹿児島高専の役割も今後益々大きくなります。本校が

輩出する創造性豊かな人材が新たな工業製品を生み出

し、更に豊かな社会にしていくことに期待しています。

鹿児島高専へ採用され、今日に至り、国を形成する中で

一番大事な若者を育成する教育現場に微力ながら携われ

たことは大変光栄なことだったと改めて深く思うところ

です。定年退職の年を迎え、今の心情は鹿児島高専に関

係する全てに対し、「感謝」の一言に尽きます。心より

御礼申し上げます。
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退職のご挨拶
学生課　満冨　昭二

　昭和 52 年 4 月本校に採用され、平成 30 年度末をもっ

て定年退職を迎えることとなりました。鹿児島大学への

出向した 4 年間を含めた 42 年間という長きにわたり勤

務させていただきました。この 42 年間を振り返ってみ

ると、長かったような短かったような感じであり、また、

楽しいこと辛かったこと等いろいろなことがあったよう

に思われます。

　その中でも、総務課総務係に所属していた際に、本校

の創立 50 周年記念事業の記念式典、記念祝賀会及び記

念講演会に関する事前準備から終了までの業務に関われ

たことが、節目の記念事業でもあり、感慨深い思い出と

なっています。若い頃、二十歳台前半だったと思われま

すが、ある大先輩から「人より朝早く来て、掃除をしな

さい。」と言われ、当時言われたことをすぐに理解し、

行動に移すことができるはずもなく、その後、そのこと

を理解し行動に移せたのは、相当な時間どころではなく、

相当な年数を要することとなりました。定年退職まで残

りあと 2 年間というところで、総務課から学生課の入学

試験担当に異動となり、専攻科入学試験、編入学試験及

び本科入学試験と不安を抱えながら、受検生以上に緊張

して入学試験の当日を迎えたものでした。たぶん入学試

験に対する不安と緊張からかもしれませんが、寝られな

いことというのはありませんでしたが、良い夢を見るこ

とはなく、数回程度寝汗をかくこともありました。

　このように長い年月の間に業務を行いながら、良い経

験をさせていただいと感じており、今後の人生に活かせ

るものであると考えております。教職員の皆様のお陰で、

なんとか定年退職まで業務を行えることができましたこ

とを心から感謝申し上げます。

　定年退職後は、多少でも時間的な余裕もあるのではな

いかと思われますので、車の掃除をしながら、のんびり

とドライブや旅行でもしたいと思っております。

　最後になりましたが、鹿児島高専のさらなる発展と皆

様のご活躍とご健康をお祈り申し上げます。長い間お世

話になりました。誠にありがとうございました。

平成30年度優秀教員表彰

　優秀教員表彰は、教育活動、学生生活指導、教育・研

究を通じた社会への貢献、管理運営の取り組みに関し

て、顕著な功績を挙げた方を表彰するものです。

　平成31年1月9日（水）に優秀教員表彰選考委員会を開

催し、選考の結果、一般部門は電子制御工学科の吉満真

一准教授、若手部門は一般教育科の池田昭大講師に決定

しました。

　平成30年度優秀教員表彰の表彰式が、平成31年2月19

日（火）に行われ、表彰状及び記念品がそれぞれ授与さ

れました。
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国際交流室だより
副校長（国際交流・地域連携担当）　塚本　公秀

　近年の大学のグローバル化に伴って高専にもその影響

が及んできました。学生の就職や進学にグロ－バルな活

動経験とコミュニケーション能力が問われています。そ

こで本校学生 ( 本科・専攻科 ) が卒業までにどのような

企画を実施しているか国際交流室の活動について紹介し

ます。

国際シンポジュウム・コンペティションへの参加状況
　高専教育では本科生には卒業研究、専攻科生には特別

研究として工学における研究と研究発表が必修となって

ます。国内の学会で研究講演を経験する５年生 ( 専攻科

では必須 ) はいました。担当の先生と研究発表を海外の

国際会議やシンポジュウムで講演する学生もいました。

しかし、最近では国内学会でも英語で発表する部門を増

やしたり、国際会議で学生の発表部門を設けたり、さら

には高専機構の主催する国際シンポポジュウム等も増え

ています。

　本校がグローバル事業に指定されてから、学生がグ

ローバルな活動を経験する多様な機会とそれに参加する

ための準備の支援を行っています。その一つが国際的な

発表の支援です。本校の専攻科生 ( ５年生も含みます )

が国際会議での講演準備に役立つようにと、昨年から“英

語による研究論文の書き方セミナー”( 受講生数 H29 年

度 44 名 H30 年度 26 名 )を開講しております。本年度は

これに加えて“英語によるプレゼンテーションセミナー”

（受講生数 13 名）を開講しました。大学や企業で英語論

文の書き方やプレゼンテーションの講座を担当されてい

る講師を招いて土日を使っての授業です。受講した学生

全員が国際会議に参加したわけではありませんが、将来

の進学先や就職先でのことを考えて受講した学生がいま

した。希望する学生は全員受講できますので、多くの学

生の参加を募っております。

　この講座での学習もあってか、英語での国際的な活動

に平成 30 年度は 12 月時点で国際会議へ４人、学生シン

ポジュウムに17人参加しています。アイデアソンやハッ

カソンなどのコンペ形式の活動には 7 人と急増しまし

た。(のべ人数 )

専攻科生のアカデミック・インターンシップ
　実際に海外の大学で研究するプログラムも新設しまし

た。国内企業のインターンシップには就職を考えてほと

んどの学生が参加しています。海外の企業へのインター

ンシップのプログラムを３年前から提供するようになり

機械工学系、電気電子系を専門とする学生に限っては企

業からの奨学金を得てシンガポールの企業で毎年２名が

インターンシップを経験しています。

　今年度から大学の研究室に滞在するアカデミック・イ

ンターンシップを新設しました。フランスやドイツ、タ

イやマレーシア、韓国の大学の研究室に２週間から４週

間派遣するプログラムです。英語で生活するだけでなく、

研究仲間と実験や解析をしながら過ごします。参加した

学生からは英語力アップだけでなく特別研究と異なる

テーマの研究を経験できて、研究の幅が広がったとの評

価を得ています。

　

学生の 10％以上が海外渡航経験者
　現在、在校生の 10％以上が海外渡航の経験者になりま

した。機械工学科では毎年４年修了後に一年間休校して

オーストラリアやドイツに語学留学する学生がいます。

また国際会議に参加する学生がいます。部活動として海

外渡航したり、個人や学外の団体で海外渡航したりして

いる学生もいます。これらの学生を除いても学生の 10%

以上が海外での滞在経験者となりました。

　本校は国立高専の中から選ばれたグローバル高専事業

の指定を受けて多くのプログラムを実施しています。そ

のため多くの海外研修プログラムや授業外の英語でのコ

ミュニケーションを学ぶ授業を実施してきました。1,2

年生対象の English Camp（１年生の参加 43 人、２年生

以上 26 人：本年度は霧島市の中学生も 10 人参加しまし

た）、就職に備えた TOEIC の受験のための講座 ( 本科生

56 人、専攻科生 1人 )、毎年の海外研修プログラムも 12

コースあります。さらに部活等の事情で海外研修に参加

できない学生も、海外からの学生を招聘して授業を一緒

に受けたり、海外からの学生をホストファミリーとして

自宅でホームステイさせる機会など、様々な海外の学生

とのコミュニケーションの機会を作っています。

　これまで本校の国際交流基金のみだった学生への補助

も本年度から後援会の補助を得て、夏期の海外研修への

参加数も前年度の 1.5 倍に増加するなど、プログラムの

増加に加えて参加学生数も急増しました。海外への渡航

経験を得た本科生が就職活動、専攻科や大学での研究活

動に有益な結果を得られるよう国際交流室は支援してい

ます。
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アカデミックインターンシップの報告
研修先：ポールサバティエ大学　研究所 LAPLACE
機械・電子システム工学専攻 2 年　二渡　一昇

　私は専攻科での 2 年間に海外渡航の機会が数回ありま

した。簡単に振り返ると，H29 年 9 月に研究発表のため

人生初の飛行機に乗ってタイを訪れ，H30 年 3 月にはイ

ンターンシップで約１か月間フランスに滞在。11 月に

は国際学会でのポスター発表のため再びフランスへ，12

月には国内の国際学会でも発表しました。H31 年 3 月に

はマレーシアでの国際シンポジウムにも参加予定です。

また，他にもいくつかの国際交流行事に参加する機会が

あり，縁あって多くの国際的な経験を得ました。ここで

は，海外インターンシップに興味がある学生向けに私の

フランス滞在時の経験を紹介したいと思います。

【研修内容】
　私は春季休業中に，南西フランスの都市・トゥールー

ズにある，IUT・Toulouse Ⅲ‐ポールサバティエ大学の

研究 LAPLACE にて，約１ヶ月間のアカデミックインター

ンシップに参加しました。研修では，「パルス静電応力

法 (PEA 法 ) によるポリエチレンフィルムの空間電荷分

布計測 」というテーマで研究を行い，試料作製から測定，

解析といった一連の実験を行いました。主に電気分野の

研究だったため機械工学科出身の私にとって慣れない内

容である上に，担当の Griseri 先生とは英語でのやりと

りで，実際にはかなり大変でした。ですが，とりあえず

目の前のことに取り組んでいくと研修期間が過ぎるのは

あっという間で，研究所の方々の丁寧なサポートもあり，

充実した研修を送れました。

　また，研究とは別に，IUT で機械工学を学ぶ学生の卒

業研究に相当するグループワークにも参加させて頂き，

現地の学生とも交流を深めることが出来ました。

【研修中の生活】
　研修中は大学構内にある学生寮で過ごしました。フラ

ンスでは，公的機関が大学の学生寮を管理していて，留

学生の家賃は 1 ヶ月 267 ユーロ ( 約 3 万 5 千円 ) 程度で

す。部屋はとても綺麗で，キッチン，シャワー，トイレ

が備わっており，普段は自炊をしていました。大学の近

くにスーパーマーケットは無いですが，メトロとバスで

市街地や大きな駅に行けば大体なんでも揃います。街を

探検すると，生活上のルールや働くことへの考え方など，

日本との違いが多く見られて面白いです。 

【トゥールーズ観光】
　街を形作る煉瓦の色から，「バラ色の街」と呼ばれて

いるトゥールーズ。 美術館や教会はもちろんのこと，

航空・宇宙開発の街で，航空機の博物館やエアバス社の

見学など沢山の見所がありました。休日には，現地で知

り合った日本人留学生や，フランス人の友人たちに市街

地を案内してもらったり，先生と古城に登ったりと，観

光もしっかり楽しめました。

【海外渡航について】
　インターンシップには「本当に行って良かった」と感

じています。実際のところ，現地では初めて経験するこ

とばかりで，英語に関しても最初はうまくコミュニケー

ションが取れずに大変でした。ですが，慣れてくるとあ

まり抵抗なく英語を使えるようになりました。また，定

番の海外トラブルも多発しました。行きも帰りもロスト

バゲージに遭い，出国予定日にはストライキが重なった

ことで急遽夜行バスで 9 時間かけてパリまで行くこと

に。お蔭でパリ一人旅ができたので良しとしますが，い

い経験になりました。乗り継ぎのある海外渡航の際は一

泊分の衣類をリュックに詰めておきましょう。

【インターンシップのその後】
　私は帰国後すぐに進路について真剣に考えることにな

り，悩んだ末に気になっていた東京大学の大学院を受験

することにしました。私の成績からは少し背伸びした受

験でしたが，無事に合格を頂けました。東大と聞くとか

なり難関に感じますが大学院はまた別の話です。私の受

験した専攻は先輩の進学実績もあり，面接と口述試験で

は研究意欲などが重視されるため，これまでの研究活動

や海外経験について積極的に話しました。個人的な感想

ですが，海外経験についての話には興味を持って頂けた

ので，インターンシップや国際学会に参加したことは大

きな助けになったと感じています。

以上，多少なりとも在学生の参考になればと思いつつ私

のトゥールーズ滞在についてご紹介しました。

【おわりに】
　現在本校ではグローバル高専事業としての様々なプロ

グラムが行われています。そのため，学生には国際交流

や海外経験のチャンスがたくさんあります ( 詳しくは学

生課の国際交流室へ )。実際の経験を通して学んだ文化

の違いに対する理解は，外国の人とコミュニケーション

を取る上で大きな手助けになると思うので，興味がある

人は自分に合ったプログラムを見つけて，積極的に参加

してみることをお勧めします。

モンセギュール城に Griseri 先生と行きました
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海外企業インターンシップの報告
研修先：Jurong Engineering Limited &  ISHI POWER SDN BHD

機械・電子システム工学専攻１年　和田　一宏
　私はシンガポールでは Jurong Engineering Limited、

マレーシアでは ISHI POWER SDN BHD にて研修を受けま

した。どちらも株式会社 IHI の関係会社で、プラント事

業に携わっています。

　この海外研修に参加した動機は、自分の英語の能力を

向上させること、そして、自分の知らない分野の知識を

得ることでした。これからの社会では英語は必要不可欠

なので、私も英語で話せるようにならなければならない

と思いました。また、少しでも多くの知識と経験を得る

ことが、今後役に立つだろうと思いました。

　シンガポールは、様々な人種の人々が住んでいるため、

英語の発音が人によって違い、英語を聞き取ることが困

難な場合もあります。しかし、発音の違いに寛容なので、

日本人の英語でも理解してくれるため、コミュニケー

ションにはあまり困りませんでした。

　シンガポールでの研修では英語でプラントに関する講

義を受け、プラントを建設する上で必要な事項を学びま

した。また、学んだことを英語で発表しました。マレー

シアでは、プラント建設の現場を見学し、ボイラーや補

助機器を実際に見てその構造やプラントの流れを確認し

ました。マレーシアは滞在期間が短かったのですが、ク

アラルンプールへも行き、その地方との格差を実感する

ことが出来ました。

　このインターンに参加する前は、外国の方と話すこと

がとても難しく、外国人は怖いと思っていました。しか

し、このインターンに参加して、現地の方と話すことで、

そのためらいは無くなり、優しい人が非常に多いとも感

じました。今では海外の人と怖がらずに話せるように

なったと思います。また、プラント建築についてとても

多くの知識を学ぶことが出来ました。その知識は、どの

分野でも参考になるようなものばかりで、今後の仕事等

でとても役に立つと思います。

　シンガポールとマレーシアで、とても有意義な経験が

出来ました。今回、インターンシップに行って、本当に

良かったと思っています。

電気情報システム工学専攻１年　重森　和弥
　私は 9 月 1 日～ 9 月 20 日の 20 日間 IPC でのインター

ンシップでシンガポールとマレーシアを訪問しました。

私が本インターンシップに参加した理由は、2 つありま

す。1つ目は、私は英語が嫌いで、得意でもありません。

しかし、英語はこれからの社会では必要不可欠だと思い、

英語しか話せない環境に身を投じ、英語に慣れようと

思ったからです。2 つ目はプラント建設に興味があり海

外での建設現場を見学したいと思ったからです。そこで、

私は 2 つの目標を設けました、1 つ目は、自分自身の英

会話能力の向上です。2 つ目は海外でのプラント建設の

業務内容について学ぶことです。

　私は目標を達成するために、積極的に現地の人に話し

かけました。その中で、私はスピーキングよりもリスニ

ングのほうがネイティヴとの会話では重要だと感じまし

た。と言うのも、私の拙い発音や文法の英語でもネイティ

ヴの方は理解してくれるので、自分の考えを伝えること

は可能ですが、相手の考えを理解するためには、ネイティ

ヴの話す英語を聞き取らなければなりません。しかし、

耳が英語に慣れていないと、ほとんど聞き取る事ができ

ないため、コミュニケーションが円滑に進めることが出

来ませんでした。私は、改めてリスニングの重要性を再

認識しました。

　更に、シンガポールでの生活を 2 週間経験することで

英語を使ってコミュニケーションを取る積極性を得るこ

とができました。更に自分の拙い英語でも現地の方々に

意思を伝えることができ、コミュニケーションをとるこ

とが出来たときの充実感は、英語が公用語である海外で

なければ得られないものだと思います。

　また本インターンシップでは、英語でプラント建設に

関する講義を受けるという日本では、得られない経験を

させていただき、私はとても貴重な経験をすることがで

きたという思いで胸がいっぱいです。今回の経験で、英

語嫌いの自分が英語を勉強してもっとコミュニケーショ

ンをとってみたいと思うことができました。これを機に

積極的に英語の学習や国際交流に参加していきたいと

思っています。
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　また本インターンシップでは、英語でプラント建設に

関する講義を受けました。日本では、なかなか得られな

い体験で、私はとても貴重な経験をすることができたと

いう思いで胸がいっぱいです。

　今回のインターンシップを通して、英語嫌いの私が英

語を勉強してもっとコミュニケーションをとってみたい

と思うことができ、英語への苦手意識を克服できたと思

います。これを機に積極的に英語の学習や国際交流に参

加していきたいです。

海外企業インターンシップの報告
電気情報システム工学専攻１年　重森　和弥

　私は 9 月 1 日～ 9 月 20 日の 20 日間 IPC でのインター

ンシップでシンガポールとマレーシアを訪問しました。

私が本インターンシップに参加した理由は、2 つありま

す。1 つ目は、英語への苦手意識を克服するためです。

私は英語が嫌いで、得意でもありません。しかし、英語

はこれからの社会では必要不可欠だと思い、英語しか話

せない環境に身を投じ、英語への苦手意識を克服しよう

と思ったからです。2 つ目は、プラント建設に興味があ

り海外での建設現場を見学したいと思ったからです。そ

こで、私は 2 つの目標を設けました、1 つ目は、自分自

身の英会話能力の向上です。2 つ目は海外でのプラント

建設の業務内容について学ぶことです。

　私は目標を達成するために、積極的に現地の人に話し

かけました。その中で、私はスピーキングよりもリスニ

ングのほうがネイティヴとの会話では重要だと感じまし

た。と言うのも、私の拙い発音や文法の英語でもネイティ

ヴの方はこちらの伝えたいことを察して理解してくれる

ので、自分の考えを伝えることは可能ですが、相手の考

えを理解するためには、ネイティヴの話す英語を聞き取

らなければなりません。しかし、耳が英語に慣れていな

いと、ほとんど聞き取る事ができないため何度も聞き返

す事になり、コミュニケーションが円滑に進めることが

出来ませんでした。私は、改めてリスニングの重要性を

学ぶことができました。

　更に、シンガポールでの生活を 2週間経験することで、

英語で外国人に話しかける積極性を得ることができまし

た。自分の拙い英語でも現地の方々に意思を伝え、コミュ

ニケーションをとることが出来たときの充実感は、英語

が公用語である海外でなければ得られないものだと思い

ます。
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夏期海外研修の報告
研修名： 香港テクニカルチャレンジ

機械・電子システム工学専攻 1 年　萬膳　一成
　私は、香港でのテクニカルチャレンジに参加しました。

これまで海外渡航の経験はなく、日本でも外国の方と話

をするというような機会はほとんどありませんでした。

専攻科に入ってから授業でグローバルな人材育成が進ん

でいると知り、いずれは私も海外に出るのだということ

を考慮し、学生のうちに海外経験を積みたいという気持

ちで参加しました。香港での活動では、英語での指導が

ほとんどで日本語による説明などはありませんでした。

まさに、生きるためには英語が必要という状況だったと

思います。

　印象的だった活動は、アンドロイド端末を利用したラ

ジコンカーの製作でした。基板から素子やモジュールを

組み合わせてラジコンカーを製作し、現地の学校 (IVE)

が構築したプログラム補助ソフトにて android アプリを

作成しました。その際にダイオードの接続方法を忘れて

いて、＋－を逆に繋げてしまったのが記憶によく残って

います。しかし、現地の学生、および先生が素子の取り

付け方やテストのやり方など教えてくださり、完成まで

到達できました。作業の途中で説明を何回も聞き返す場

面があり、英語が 1 回で聞き取れる能力が足りないと実

感しました。作業を効率良く進めるうえでも重要な部分

だと感じました。

　本プログラムを通して、コミュニケーション能力がか

なり鍛えられました。文化、容姿の違いがあるにも関わ

らず、英語 1 つで輪を繋げてしまうところに英語の利便

さがあるのだと思います。「あればよいもの」から「欠

かせないもの」となった英語を今後も深く知り、勉強し

ていきたいと思える海外渡航でした。

研修名： Ara 工科大学ティマル校　語学研修
情報工学科３年　小野　杏奈

 私は研修でニュージーランドへ行きました。そこでの

約２週間の生活は本当に素晴らしいものでした。以前か

ら日本を出て外の世界を見てみたいと思っていたこと

や、将来外国で働いてみたいという思いから自身の英語

力の向上と、異国の地に行くという体験を目的にこの海

外研修に参加しました。

　Ara 工科大学での英語の授業とたくさんのアクティビ

ティでは、ニュージーランドの豊かな自然や歴史を学び

ながら、英語力をぐんと上げることができました。この

学校では様々な国の人が学んでいて、たくさんの国の人

と英語で通じ合えたことは本当に楽しかったし、私の

とって大きな達成感を得ることができました。

　そして、私のニュージーランド研修での一番の思い出

はホームステイです。この研修ではすべての生活をホー

ムステイで過ごしました。ホストファミリーは私を本当

に暖かく迎え入れてくれて、いろんな所へ連れて行って

くれました。夕食の時間では、その日あったことやお互

いの国のことなどたくさんのことを話しながら食事をと

りました。この家での食事は肉や魚が一品とたくさんの

野菜を大きな皿一枚に自分でとって食べるというもので

した。日本ではご飯とみそ汁と様々なおかずを皿や小鉢

にいれて食べることが多く、ワンプレートでの食事は新

鮮なものでした。さらに、味付けもかなりシンプルで、

日本のようにだしをとって醤油にみりんに、と沢山の調

味料を入れるのではなく、食材を焼くか茹でて、塩コショ

ウやバターだけというものがほとんどでした。日本とは

違う食文化に驚きましたが、私はニュージーランドの食

事も気に入っています。

　このホームステイで素敵な出会いがありました。この

家では韓国人の 16 歳の女の子も一緒にホームステイし

ていました。彼女や彼女の学校の友達とも親しくなり、

ニュージーランドでの休日や放課後の時間はほとんど彼

女たちと過ごしました。彼女たちとは今でも連絡を取り

合っていて、頻繁に電話やメールをしています。そして

私は春休みに韓国に行って彼女たちと会う予定です。

ニュージーランドでの約２週間の生活は本当に素晴らし

いものでした。私の英語力は確実に上がったように思え

ます。とはいえ、まだまだ未熟なため、これからも勉学

に励みたいと思います。そして、この研修に参加するに

あたって、渡航費補助してくださった後援会の方にお礼

申し上げます。ありがとうございました。
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次世代を担う在学生へ

平成 6 年 3 月　機械工学科 2 組卒業
㈱日立プラントサービス　　郡山　基

　在校生、保護者の皆様。平成 6 年卒業生の郡山と申し

ます。卒業して25年目となりますが、9年ぶりにリクルー

ターとして学校を訪問した際、かつての恩師三角先生に

依頼され、寄稿させて頂くこととなりました。このよう

な機会はめったに経験できないので、自分の振り返りが

てら、つらつらと筆を走らせていただきます。

　私の経歴としては、㈱日立プラント建設→㈱日立プラ

ントテクノロジー→㈱日立製作所インフラシステム社→

㈱日立プラントサービスとなります。会社を転々とした

のではなく日立グループ内の統廃合によるものなので、

入社当時から従事している仕事は変わりません。弊社は

所謂サブコン（Subcontractor）であり、簡単に言うと

建設業です。様々な現場を渡り歩き、現場の安全、品質、

工程、コストの管理をする仕事となります。入社して 5

年から 10 年は下積み経験としてひたすら安全・工程を

重視した現場管理を。10 年から 20 年はそれに品質・コ

ストを含めた現場管理を。それ以降今に至っては会社の

経営を見据えた現場監督員の管理をしてまいりました。

建設業と一言に申しましても実際の業務は多岐にわた

り、何一つ同じ物を収めた記憶がありません。基本とす

る考え方や指針はあるものの、それらをどうあてはめて

納めていくのかが建設業の楽しいところであり難しいと

ころだと思います。特に現場の長（工事長）となってか

らは、コスト管理をさせてもらえるようになります。今

まで経験してきた様々なこと。安全に作業をする為にど

れくらいのコストが必要なのか。質の高い仕事をする為

にいくら必要なのか。工程を守る為にどうお金を使うの

か。そういった下積みで鍛えた感覚をフルに生かしなが

ら、会社に貢献する為に損益を考慮し、安全に高品質な

物を納期内に収める。それには、これまで培った感覚と

経験が大きく影響します。出来上がった物を機能まで確

認し、使用した結果まで知ることができる。これは携わっ

た人にしか理解出来ない達成感です。

　在校生の皆様は、今後様々な道を選択することが出来

ます。どの会社で仕事をするにしても、トータルバラン

スは非常に重要です。学校行事を含め様々なことにチャ

レンジし、是非どんどん視野を広げて欲しいと思います。

勉強するのは当たり前です。それは当たり前に勉強して

もらい、それ以外の事、例えば部活、バイト、行事にも

積極的に参加し、色んな局面を経験してる事が社会に出

てから非常に役立ちます。是非とも今しかできない事に

どんどん積極的に挑戦してください。皆様が社会に出て、

一緒に仕事して活躍するのを心待ちにしてます。

在校生のみなさんへ
電気工学科 20 期生　市坪　信一

　私は電気工学科を 20 期生として 1983 年に卒業しまし

た。卒業してからだいぶ経ちますが、在校生にメッセー

ジできるこのような機会を与えて頂き感謝しています。

我々の頃は 1,2 年生全員が寮生活でした。毎朝 7 時に歌

謡曲を３曲放送で流して、その間にグランドに集合して

ラジオ体操をしていました。寮生活の最初の朝に流れた

曲がピンクレディのサウスポーで、今でもこの曲を聴く

と新生活への緊張と期待が入り混じった複雑な気分を思

い起こします。私は高専を卒業後に大学に進学して NTT

に入社してその後に NTT ドコモに移り、現在は九州工業

大学で教員をしています。

　ここでは、旅に出ること、好きな事を見つけることの

勧めを書きたいと思います。私は 3 年生の夏休みに友

達 2 人で山陰・山陽を巡る 1 週間の旅行をしました。鹿

児島高専と大きく書かれているテントを借りて半分くら

いはテント泊をしました。社会人になってから、これま

で行ったことのない都道府県を仕事中に調べてみたとこ

ろ、秋田県と高知県であることがわかり、すぐに秋田に

旅行に行って２年後には高知にも行きました。若い時に

知らない土地に行くことは刺激的で見聞も広がります。

最近では格安航空会社が増えて、国内に限らず海外へも

安く行ける時代になりました。夏休みの間に稼いだアル

バイト代を握りしめて東南アジアなどに友達と出掛ける

と、世界に対する興味が増すと思います。

　最近の就職の採用活動では会社で担当して欲しい業務

と本人の希望とがマッチングするかが重視されていま

す。このため自分はどうゆうことが好きでどんなことを

やりたいのかを明確にする自己分析が大切です。同じ分

野の専門科目でもそれぞれの特徴が異なるので相性があ

ると思います。中には自分の専門分野をそこまで好きで

はないという人もいると思いますが、会社の中では事業

の立ち上げや経営に関わるいろいろな業務があるので、

専門分野に限らず自分の好きなことを明確にすることが

大切です。好きなことでないと続かないものです。奨学

金の支給を誰でも受けられる時代になったので、経済的

な理由で進学を諦める必要はないと思います。興味のあ

ることをさらに習得したいと思えば進学も考えてみてく

ださい。

　最後に、工学は本来、泥臭いものだと思います。この

泥臭いことを地べたに這いつくばって一生懸命にやるの

がエンジニアだと思っています。有意義な学生生活を送

ることを期待しています。
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高専生として
2018 年電子制御工学科卒　田村　光

　「学校で学んだことなんて社会

では役に立たない。」そんな言

葉を耳にしたことはありません

か？

　初めまして。私はこの春、電

子制御工学科を卒業し、ファナッ

ク株式会社に就職して、月中旬

で雪が降る奇跡を目の当たりに

し、震えながらワイヤカット放

電加工機の開発を行っている田村光と申します。

　さて、冒頭にいきなり書いた文ですが、高専ではそん

なことはありません。実習の時間に学んだ、座学で学ん

だ電気回路、体育で学んだサボりかいろいろと書きまし

たが一つとして無駄なものは無かったと言えます。今で

も仕事に活きています。定番なセリフですが、学生の時

にもっと深く学んでいれば良かったと今になって後悔す

るものばかりです。皆さんぜひとも深く学んでください。

高専での学びは本当に即戦力となります。そして、中学

校卒業後、すぐに工学の道へ進んだことによる幅広い学

び、本当にこの道を選んで良かったと思います。幅広

く学んでいることにより、仕事に何らかが関係してきま

す。過去に似通ったものの経験があるのはとても強いア

ドバンテージになります。高専生の就職だと、周りに大

学卒がいる環境も多いかと思いますが、私はそんな方々

に劣っていると感じたことはありません。寧ろ、大学卒

の方に質問されることだってあります。私は高専卒だか

らそんな風に自分を卑下する必要は全くもってありませ

ん。また、学生の時間を有意義に存分に使ってください。

学びを深めるのも良し、アルバイトで社会性を高めるの

も良し、旅行をして心を豊かにするのだって意義があり

ます。学生の時間は、なんだって価値のある時間になり

ます。

　最後に、若くして就職する高専生は苦労があったりも

します。しかし、それは若いというアドバンテージでも

あります。そしてまた苦しい時は仲間を探してみてくだ

さい。鹿児島高専時代の友達でもいいですし、高専生が

就職する場所ということはきっと先輩の高専卒の方がい

ます。高専卒の団結力は凄まじいものです。私も高専卒

の上司の方に目をかけて頂いています。もし普通の大学

生だったらこうならなかったでしょう。同じ鹿児島高専

卒というわけでなく、高専という括りでいろいろと良く

して頂いています。あなたの就職、進学する先でもきっ

と高専からきた仲間がいます。高専生には高専生の良さ

があります。何かに長けていたり、行動力があったり、

はたまた変わり者だったりと、そこには高専生のおもし

ろさがあります。ぜひとも就職、進学先でも胸を張って

名乗ってください。「私は高専卒です！」
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社会を支える技術者に

平成 27 年情報工学科卒業　千竃　淳
（平成 29 年電気情報システム工学専攻修了）

　はじめまして。私は中学を卒業後、鹿児島高専情報工

学科へと入学、その後電気情報システム工学専攻へと進

学しました。現在は、メルコ・パワー・システムズ株式

会社にて、電力系統システム開発の業務に従事しており

ます。

　中学生の頃、高専への進学を考えているときは「将来

はゲームを作りたい！」というくらいの気持ちでいまし

た。しかし、高専で情報工学についての知識や技術力を

身に着けていく中で、社会を支える情報工学の力に気づ

くことが増えていきました。皆さんの周りにあるスマー

トフォンを始めとして、もはや私達の生活はプログラム

や計算機の力に支えられていると言っても過言ではない

と思います。就職について考えるときには、自分の力で

社会を支えたいと思う気持ちが強くなっていました。

　電力系統システム開発に従事していると前述しました

が、電力系統システムと一言で言っても、発電所のシス

テム、各地域の電気所システム、各契約者への配電シス

テムなど多岐にわたります。システムによって、電力会

社のニーズも異なれば、開発に携わる人の数も異なり、

全く違うものが出来上がります。しかし、一貫して求め

られるものが可用性や信頼性です。先日の北海道胆振東

部地震で、大規模停電が発生したことをニュースで見た

人も多いと思います。電気が契約者に届かなくなること

は、生活の不便を招くだけでなく、場合によっては人命

にまで関わる重大な問題となります。一刻も止まること

を許されないシステムにおいては、異常ケースを想定し

て設計することが重要となり、その設計力・製作力が技

術者の腕の見せ所となります。私も高専で学んだことを

活かしながら、日々精進、腕を磨いています。

　話が戻りますが、高専の体験入学で、当時の先輩に言

われた言葉が未だに胸に残っています。「高専は夢を見

つけるための場所」。高専に入学して７年間を過ごす中

で、たくさんの人々と出会いました。私はもともと技術

に興味があり、高専での勉学も楽しみながら、苦しみな

がら修了することができました。しかし、別のことに自

分の夢を見出し、学校を去る人もいました。高専で見つ

ける夢は、技術者になることだけでなくてもいいと私は

思っています。高専での日々の中で、皆さんが夢を見つ

けられることを願っています。頑張ってください。

　

思えば遠くへ来たもんだ（海援隊）

土木工学科 1 期生（昭和 47 年卒）
日髙　純三

1．はじめに
　在校生の皆様、初めまして。私は、土木工学科の 1 期

生で日髙純三と申します。1963 年（昭和 38 年）に設立

された鹿児島高専では機械工学科 2 クラス、電気工学科

1 クラスが 5 年生まで揃った 1967 年（昭和 42 年）に土

木工学科１クラスが新設されました。その記念すべき年

に高校入試を迎えた私は鹿児島市の甲東中学校から鹿児

島高専土木工学科に入学しました。

　私は、鹿児島高専で充実した 5 年間を過ごした後、

1972 年（昭和 47 年）に道路舗装会社最大手の日本鋪道

㈱（現㈱ NIPPO）に就職しました。全国各地の事業所で

40 年間勤務した後、2012 年（平成 24 年）に 60 歳で定

年退職となり、同年に個人事業主として起業し、現在 67

歳ですが、生涯現役を目指しております。

2．日本鋪道㈱時代
　40 年間の日本鋪道㈱時代は本社工事部所属で「中国

縦貫道」の測量業務に始まり「普天間飛行場」「嘉手納

空軍基地」「筑波学園都市」などでの施工管理や現場代

理人業務を経て 5 年後の 1977 年（昭和 52 年）に福岡支

店（現九州支店）へ転勤しました。九州支店では福岡県

前原出張所、沖縄出張所、佐賀出張所での出張所長とし

て 16 年間勤務した後、1993 年（平成 5 年）に冬季オリ

ンピック前の長野出張所へ転勤することになりました。

九州支店時代に労働組合の九州支部長を務めた事もあ

り、長野出張所で 3 年間勤務した後、労働組合本部専従

で中央執行委員長を務める事になりました。同時に道路

建設産業労働組合協議会（略称：道建労協）の議長も務

めました。

　労働組合本部専従を下りた後、本社の新分野開拓課長、

徳島営業所長を経て本社営業部専門部長となりました。

3．個人事業主として
　個人事業主として私が関係している資材に米国で発明

製造されている土壌固化剤「パーマザイム」が有ります。

　日本ではまだ実績は有りませんでしたが、たまたま霧

島市牧園町で計画されていた太陽光発電所の土壌固化に

採用したいとの意向が、ある企業から示された事もあり、

母校である鹿児島高専に提案し 2017 年（平成 29 年）11

月から共同研究（固化メカニズムの解析）を進めており

ます。

4．在校生の皆様に望むこと
　私は高専卒の模範的な企業人生を歩いて来たとは思い

ませんが、道路舗装業界に従事する人々の労働環境や賃
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金の向上に貢献したと自負しております。他人のために

役に立つという思想は高専時代に培われたと思います。

我々 1 期生はよく議論しました。休日前夜に下宿先に集

まり朝まで議論することも度々でした。論題は生き方に

関する事、文学に関する事など多々ありましたが、本で

読んだだけのいわゆる借りて来た理論はすぐ看破されて

しまいました。自分で納得し咀嚼した理論や思想だけが

相手に伝わると実感したものです。

　私の趣味は読書、音楽鑑賞、映画鑑賞です。幅広い知

識は、社会に出てからも役に立ちます。会話に幅が広が

り、友人も増えます。それがひいては自分の生き方にも

大きく影響すると思います。例えば、映画「ひまわり」

に出演した女優「リュドミラ・サベーリエワ」が、その

数年前に上映されたソ連版「戦争と平和」のナターシャ

役を演じていた事は多くの人が興味を示しました。

　教科書での学習は当然大事ですが、人生を豊かにする

趣味の領域にも力を注いで下さい。皆様の前途には洋々

たる未来が広がっています。ご自愛専一にてご活躍下さ

い。

挑戦は大事！

平成 28 年度機械・電子システム工学専攻修了
茶圓　拓陽

　初めまして。私は本校専攻科を修了し、現在は九州大

学大学院総合理工学府大気海洋環境システム学専攻に

て、日々研究に励んでおります。先日、高専だよりの執

筆依頼を受けましたので、私が在校生の皆さんに一番し

てほしいことを伝えたいと思います。それは「挑戦」です。

たとえ自分が嫌いなことでもとりあえずやってほしいで

す。それを私の例を交えながら話したいと思います。

　私は下級生の頃、英語がとても嫌いでした。何かしら

英語が関わる度にストレスであり、TOEIC 等の試験は本

当に嫌で仕方がなかったです。しかし、このままではい

けないと思い、英語への苦手意識を克服するため、英語

キャンプへ参加し、シンガポールに行きました。その結

果、現地の人達との交流を通して、英語を話せるように

なりたいと思うようになり、嫌いだった英語を好きにな

ることができました。

　そんな私が来年度から入社する会社は JX 金属という

会社で、非常に英語を重要視している会社です。なんと、

今現在就職していないにも関わらず、会社から指定され

た英語の通信教育の受講をしています。更に、入社 2 年

目には 2 ヵ月間の海外語学研修もあります。このことか

ら、どれだけ英語を重要視しているかが分かると思いま

す。これからわかることは、あれほど嫌いだった英語を

仕事で使うことになったということです。しかし、私は

挑戦することで嫌いだった英語を好きになることができ

ました。したがって、全く後悔はなく、むしろ英語スキ

ルを向上できる会社ということが、就職先を決める後押

しとなりました。

　私の現在、そして未来は、あのときに英語から逃げ出

さなかったことで成り立っています。挑戦することで自

分の幅を広げることができたのです。何かしらから逃げ

出すということは、自分自身の幅を狭めることと同意で

す。だから皆さんには、どんなことでも挑戦し、多くの

ことを経験してほしいです。また、その経験が勉強や仕

事に生かせなかったとしても、話のネタにはなります。

話のネタを多く持つということは、コミュニケーション

能力に直結します。だから、挑戦して多くのことを経験

するということは、絶対に無駄にはなりません。

　最後になりますが、5 年間、あるいは 7 年間というの

は長いようで本当にあっという間です。この間にどんな

ことでもいいので挑戦してみてください。また、余談で

すが遊ぶことも重要です。高専時代にできた友達は一生

の友達になります。だから、勉強も遊びも両立した残り

の学生生活を楽しんでください！
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在校生のみなさまへ

平成 23 年度　電気情報システム工学専攻修了
丸山　幸輝

　皆様、こんにちは。2012 年に専攻科を修了致しまし

た、丸山と申します。専攻科を修了したその年の 4月に、

株式会社ダイセルという化学メーカーに就職し、現在に

至ります。電気情報出身なのに何故化学メーカーなの

か、と疑問に持たれる方も多いと思います。私も学生時

代はその一人でした。ただ、当時リクルーターとして来

られた本校の先輩から、電気情報系のエンジニアが化学

メーカーで働く事について話を伺ったときに、「このメー

カーなら仕事に対するモチベーションを維持しつつ、エ

ンジニアとしての成長が期待出来そうだ！」と感じ、就

職する決意をしました。就職してからすぐは、当然分か

らないことだらけで苦労する事が多くありましたが、今

となっては大変充実した社会人ライフを過ごしておりま

す。

　私が充実していると言っている理由の一つに、入社 2

年目でボイラー設備の建設担当者に任命されたという経

験があります。会社としても大きなプロジェクトにまさ

か任命されるとは思ってもいませんでしたが、上司や先

輩に丁寧かつ厳しい指導を受けながら、各関係者の方々

（社内は勿論、社外メーカーとの関わりがとても多い）

と一緒に楽しく仕事をさせていただきました。今振り返

ると、当時は仕事内容のハードルが高く不安もありまし

たが、レベルの高い仕事に対する意欲がそれを上回って

おり、モチベーションを維持しつつも、エンジニアとし

て大きく成長できた、まさに学生時代に思い描いていた

通りになりました。鹿児島高専からダイセルへは 6 名就

職しております。2019年には創業100年を迎えますので、

この機会に是非興味を持って頂ければ幸いです。

　さて、前置きが長くなりましたが、これから社会人と

なる皆様へメッセージをお送り致します。参考になるか

分かりませんが、是非ご一読下さい。

・様々な事に興味を持つ

　エンジニアは、多くの専門的知識や技術を駆使して仕

事を進めていきます。これらの知識や技術は、例えばイ

ンターネット、図書文献または先生から教わることで、

学生でも十分に養うことができます。これから就職する

上で、仕事で必要となりそうな知識や、自分が興味を持っ

ている事、社会でトレンドとなっている事など、広いジャ

ンルで好奇心を持って自分から接していくと良いと思い

ます。広く浅い知識でも今後の自分の糧となります。

・自分が本当にしたい事を仕事にするために

　就職した後、定年まで少なくとも 40 年近くあります。

大半の人は、人生のほぼ半分を新卒入社した会社で過ご

す事になります。より充実した社会人ライフを過ごすた

めには、自分の好きな事を仕事にするのが一番の理想で

す。時間がたっぷりとある学生時代の今、自分が本当に

したいことをよく見極めることに取り組むことをお勧め

致します。高専を悪く言う訳ではありませんが、中には

高専でやりたい事を見いだせず、退学して全く新しい道

を選ぶ人もいるかもしれません。でもそれは間違いでは

なく、自分が本当にしたい事を見極めた結果だと思いま

す。これから先の長い人生、就職というこの大きなター

ニングポイントを、自分にとってより良い判断にするた

めに、家族、友人、社会人の先輩、知人または先生によ

く相談して、自分自身を見つめ直す事に大いに時間を掛

けてはいかがでしょうか。（私自身も周りの人にいろい

ろ相談して、自分に納得した上で、今の会社に就職しま

した。）

　末筆ながら、在校生ならびにその他鹿児島高専関係者

の皆様の今後益々のご活躍を祈念致します。
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ご愛読の皆様へ
土木工学専攻 10 期生　大田　智也

　皆様、ご無沙汰しております。

平成 22 年度土木工学専攻を修了

しました大田 智也と申します。

私は専攻科修了後に鹿児島県内

の民間企業を経験した後、地元

である薩摩川内市役所に土木技

師として入庁し、日々郷土の発

展に努めております。

　現在は、国土交通省九州地方

整備局に出向（平成 29 ～ 30 年度）させていただいてお

り、主に九州管内の地域河川行政に携わっております。

　今回は、国土交通省で勤務することで感じたことを皆

様にお伝えできればと思い執筆させていただきました。

　現在の業務内容としては、九州 7 県・3 政令指定都市

と国土交通本省間で仲介役のようなことをしており、県

市が実施する河川改修（大雨が降っても河川が氾濫しな

いようにすること）や河川環境整備（周辺地域の住民に

河川に親しみをもってもらうようにすること）や海岸事

業（津波や台風に強い海岸をつくること）等のお手伝い

をしております。仕事の関係上、鹿児島県庁の河川課と

毎日のようにやりとりをしておりますので、鹿児島高専

の先輩方には大変お世話になっております。もちろん鹿

児島高専の先生方にも学識者としての意見や知識をご教

授いただいております。

　しかし、九州管内で年間何百箇所という整備をしてお

りますが、どれだけ整備をしても災害は起こるものです。

2 年間の出向中には「平成 29 年 7 月九州北部豪雨」「平

成 30 年 7 月豪雨（西日本豪雨）」をはじめ、たくさんの

地震や台風上陸がありました。その度に防災室に詰め、

ずらりと並んだモニターのチェックと各県からの情報収

集に奮闘した結果、何度徹夜をしたか覚えておりません。

人生でこれほどまでに徹夜をしたのは、夜通しで頑張っ

たヤマブシタケの菌床作り（高専時代）ぶりだと思いま

す（笑）。

　災害の数だけ被災地をまわり、国所有の防災ヘリでも

上空から被災時や直後の状況調査をしました。これまで

鹿児島県（薩摩川内市）で雨が降らなければ…台風が上

陸しなければ…と心の中で思っていた自分が恥ずかしく

なります。近年では、気候変動等により既往最大級の降

雨が頻発しております。いつ南海トラフが揺れるか、桜

島が噴火するかもわかりません。現在、国では「水防災

意識社会の再構築に向けた緊急行動計画」（施設では守

りきれない災害は必ず発生するもの！社会全体で生きる

ための意識改革、逃げ遅れゼロ）を推進しております

（H29.6 発表 H30.12 改定）。この機会に防災意識を高め

てみてはいかがでしょうか？

　高専から見える壮大な桜島の噴煙、国分隼人を優雅に

流れる天降川をずっと見られることを願いながら、鹿児

島高専の更なる発展とご愛読の皆様のご活躍を期待して

おります。
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広報委員会の活動報告
副校長（国際交流・地域連携）　塚本　公秀

　本年度の広報活動として、特にお知らせしたいことが

二点あります。まず一点目は本校のホームページのトッ

プページの更新を行いました。本校の情報発信の場とし

て有効であると認識しつつも、緊縮予算の中なかなかで

きておりませんでした。外部の方々の御意見から部分的

ではありますが、改善を本年度に実施しました。

　トップページを右図に示すように大きく変更しまし

た。写真を大きく、多く掲載しました。また学科の学生

の写真を目立つように最上部に配置しました。なにより

学外からスマートフォンでアクセスしてホームページを

見られた際に、全体が表示されるようにレスポンシブ・

デザインという機能を取り入れました。これは見る環境

（PC・タブレット・スマホ等）によって画面幅を検知し、

それぞれの環境に最適化された表示を行う機能で、これ

までパソコンで見ることを前提に最適に表示してきたも

のを変更しました。

　最近ではさまざまな機器がインターネットにアクセス

できるようになり、中学生や保護者の方など自宅のパソ

コンよりも個人の持つスマートフォンや各種サイズのタ

ブレットでの閲覧が主流になってきました。これで本校

のホームページも多くの閲覧者へ快適な画面で情報を提

供できるようになりました。来年度にはさらに改善を加

えて、動画などを多く掲載し、本校の活動や学生の様子

などの情報発信を計画しています。

　二点目はリニューアルした広告媒体として、JR 隼人

駅の掲示板があります。これまでいわゆる布を貼った板

に画鋲でポスターを留める木製掲示板を使用してきまし

た。今年度アルミ製のパネルの掲示板に交換しました。

この掲示板は JR 隼人駅の跨線人道橋の階段を上がる正

面に位置しています。本校の行事に関するポスターで一

例としては、「ニューライフカレッジ霧島」の開催案内、

学生の夏期研修の募集案内、小中学生への高専チャレン

ジの案内、入試案内など学内、一般に関わらず多くの行

事のポスターを掲示しています。

　本校の活動を広く知っていただくための重要な活動で

すが、日本社会の生活スタイルの急激な変化への対応に

追いついていけない状況に苦慮しています。年齢層に

よっても、各人の活動の場によっても情報を得る方法が

大きく異なり、情報提供をする側から各種の広告媒体へ

の対応ができないことに困っています。かつては新聞や

テレビ等が効率のよい広報媒体でしたが、近年、若い世

代の新聞やテレビ離れが進みインターネットによる情報

収集にシフトしています。これからは、求められる情報

を効率よく発信するよう努力してゆきます。

改善後の本校ホームページのトップページ

隼人駅構内の本校のパネル
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ニューライフカレッジ『隼人学』
副校長補佐（広報）　保坂　直之

　ニューライフカレッジ霧島・隼人学は志学館大学生涯

学習センター・霧島市教育委員会と共催している連携講

座です。どなたでも参加できる生涯学習のための講座で、

地域の魅力を深く学ぶことを目指しています。

　平成 30 年度は「いまを伝える地域の知恵〜知る、語る、

共に生きる〜」というテーマで全部で 10 回の講座が計

画されました。そのうちの後半、第 6 回以降は本校を会

場として開講されました。

　学校を開放して地域の人と共に学べる機会を持てると

いうことは本校にとっては大変喜ばしいことです。堅苦

しい座学ではなく、たとえば「わらべうた」（第 6 回）

などは歌ったり体を動かしたりのイベントでもあって、

参加したみなさんが打ち解けられる楽しい集まりでし

た。

　第 1 回の講座では本校の岩本才次客員教授が講師を担

当しました。本校での研究をわかりやすい形で知ってた

だく機会にもなっています。

隼人学 H30 年度予定表（連携講座チラシより転載）
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5 年間を終えて
後援会　会長　川路　昭典

　会員の皆様、日頃より後援会活動に対しましてご支援

とご協力を頂き心より感謝申し上げます。

　後援会の理事として早いもので 5 年が終わろうとして

います。微力ではありましたが今年度は会長という大役

をさせていただきました。これまで会長職を経験したこ

との無い私が学校まで 2 時間という距離、地域の実情も

ままならない中でここまでできたのも常務理事をはじめ

理事の皆さん、三役の方々、先生方そして何よりも会員

の皆様方のお力添えがあったからと思っております。本

当にありがとうございました。

　後援会の役目は学生の勉強や課外活動などを支援する

ことです。高専は自由すぎる、ゆるすぎると思われてい

る保護者の方もいらっしゃるかもしれませんが、高専だ

からこそ事由な発想や色々なことにチャレンジでき、固

定観念にとらわれない奇抜なアイデアはこの高専から生

まれてくるものと思います。保護者の皆さん、ここ鹿児

島高専で子供さんに様々なことに挑戦させてください。

後援会は精いっぱいの支援をさせていただきます。

　皆様もご存知のとおり高専の就職率は非常に高く、そ

れも一流企業が大部分を占めます。高専の魅力であり、

高専を選んでいただく理由の一つになっていると思いま

す。高専は工学系の大学と違って早くから専門知識を身

に着け基礎がしっかりしていることや豊富な実技や実習

は若くして即戦力となることから高校や大学とは違いエ

ンジニアになる一番の近道である学校と考えます。

　保護者の方からの質問等でよくあるのが子供の様子が

分からない、学校の様子が分からないとういうことです。

担任の先生から届く通信も時々あります。ただ、それだ

けでは不十分です。学校や後援会では保護者の方々がで

きるだけ後援会や学校を知っていただくために様々な機

会を設けています。中でも 11 月に開催する本校支部会

では学校の状況を主事の先生方から細かく説明していた

だきます。そして一番好評であるのが卒業生による話で

す。3 名の卒業生に在校中のエピソードから卒業後の活

躍している貴重な体験を聞くことができます。そのほか

文化祭、体育祭、総会そして部活動など見学や応援に学

校に来ていただくことにより、子供の様子や学校の状況

も分かるようになってきます。そうすることにより子供

との話ができ、学校や後援会に意見や要望ができるよう

になると思います。お仕事の都合や学校から遠いなどな

かなか行くことは困難かもしれませんが、大切な５年間

となります。できる範囲内でいいですので足を学校に運

んでみてください。

　最後にこれまでの会員の皆様のご支援に心より感謝申

し上げますとともに鹿児島高専と後援会の益々の発展を

祈念いたします。

出会いに感謝
後援会　副会長　瀬戸口 浩一

　7 年前長女の入学式の日、後援会の理事として私にお

声をかけて下さり、校長及び先生そして役員の先輩たち

の話を直接聞くことが出来たことは大変ありがたく思い

ます。高専は、普通の高校と違う事、大学とも違う事に

大変不安を持ちました。また、後援会は学校の教育の振

興及び充実並びに課外活動等を支援し、協力することが

目的であり、後援会事態が何か活動をする部分はほとん

どないことです。しかし、支援の内容等を協議する上で

今まで学校でできていたことが出来なくなり後援会への

支援を求められることも多くなりました。高校授業料無

償化や少子化問題等による国の財政負担が大きくなる中

で学校への支援も変わりつつあるのかもしれません。

　他に目を向けると少子化の中で公立高校は、廃校や統

合する学校、また、私立の高校では新しい学科や進学に

突出する学科の新設、サービスの向上（制服の変更や広

範囲のスクールバス）など少子化の中で変化しつつあり

ます。

　高専も土木工学科から都市環境デザイン工学科へ、ま

た、全寮制の廃止や進学者の増加や海外研修拡大など変

わってきました。また、民法も変わり 18 歳からの選挙

権や 2022 年からは、18 歳から成人となることを考える

と今の高専の学生も半分が成人者となることになりま

す。

　高専は、15 歳で「学生」として扱われます。学生は、

自律的、自立的に『学ぶ』者であり、子供扱いされない

ことが成人への一歩だと思います。今後は、後援会も変

わる必要があるのかもしれません。

　後援会の副会長になりいろいろな人と高専について話

をすることが多くなりました。保護者からは、学校・尞・

部活・進路のことなど。また、地域企業、地域の方々か

らは、就職のことや学校で学んでいることなど聞かれる

ことが多くなりました。学校・学生への期待や希望を持っ

ている人がこんなに多いことに気づくことが出来まし

た。今考えると子供が高専に進学してくれたおかげで多

くの人と出会うことができたことに感謝しております。
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5 年間ありがとう
電気電子工学科 5 年　理事　松元　政夫

　身体が少し弱く生まれて心配した息子が大きくなるに

連れて元気になり、そして、高専に無事に入学した。寮

に入るという。親から見れば勉強は大丈夫だろうか、寮

での生活がやっていけるのだろうか？と心配で、金曜日

の夕方に家に帰って来た時に元気な顔を見て安心して、

また、日曜日の夜に帰って行く時に、一週間元気でと心

の中で思いつつ見送った事を思い出しています。そして、

無事に卒業、就職も決まり一安心しています。

　息子の学校生活はどうだったのだろうか？授業は？寮

での生活は？体育祭の応援団は一生懸命頑張っていたの

だが、雨で応援のみの体育祭になったのが残念だったの

ではないか？と思いながら実際は授業参観、高専祭、体

育祭等には行く事が無く、入学式と 4 年生の時の体育祭

しか行かなかったです。

　ですが、後援会の理事を引き受けた事で学校や生徒の

学習進度、一年間、五年間の動き、寮での生活、問題等

を知る事が出来たこと、また、理事の皆さん、先生方と

意見交換や懇親会等で後援会の内容や学校、寮の運営、

学校の伝統、素晴らしい理念の下の教育方針を知る事が

出来て良かったです。

　息子も卒業して就職して安心するやら、やって行ける

のか？親としては心配の種が付きません。高専で五年間

学んだ事、寮での生活習慣を付けて下さった事を信じて

送り出したいと思います。

　最後に先生方、後援会みなさん、五年間ありがとうご

いました。

5 年間を通して
情報工学科 5 年　理事　梶原　明美

　あっという間の 5 年間でありながら、またよく悩んだ

5 年間でした。入学前には地元の進学校と迷い。入学直

後には専門教科のレベルの高さや、クラスの平均点の高

さに驚き。周りに聞く他の学校との環境との違いに驚き。

そして卒業前には第一希望を手術により受験できなくな

ることに。その後すぐ県外の大学編入試験に合格するも

のの、夏から、平行で受けていた就職の最終選考が 12

月中旬に合格発表になり、冬の終業式前まで、進学か就

職かまた悩むことに。めずらしいパターンではあるかと

思います。本人がいろいろ悩み、決断せまられる度に、

自分で決められるのかと、親は不安でしたが、本人が悩

み最終決断してきたことがなによりです。のちに後悔し

てもあの時は、自分なりに考え決断したことです。

　子供自身は 1 年生の頃はわからないことばかりで、私

から「他の子に聞いたら？」と言えば、「聞けないし！

みんなも知らないし！」と、同じメンバーで同じ学科に

同じ寮、最初は、楽しくても性格も丸わかりで気を使い

すぎて疲れて一人になりたいときも、あったかもしれま

せん。その中で、寮生活やさまざまな授業や実験、文化

祭、体育祭など経験していく中で、楽しさを覚えていっ

たようで高専生活を無事に過ごして行きました。4 年生

になったころから家の中の会話で、学校の友達に対する

感謝の言葉を聞くようになりました。友達に対して「楽

しい友達」だけでなく「友達に対するリスペクト」が加

わり始めたのだと思いました。子供達もみんななかには、

5 年間の間には、何かをやり遂げるまでに、意見がぶつ

かるなどぎくしゃくした関係になったこともあると思い

ます。それでも壁を乗り越えて共通の目標を達成できた

からこそ「友達から仲間」になれたのではないでしょう

か。

　クラス理事をさせてもらった感謝の意味から親御さん

や子供たちへこれから卒業して県内外に就職、進学する

と思います。最初は戸惑いや楽しさ、そしてときには寂

しさを感じる時があると思います。その時は連絡くださ

い。子供も県内に残りますのでいつでも待ってます。後

輩の親御さんみなさまへ今から進路にむけ悩むことも多

いかとおもいますが、後援会支部会に参加されて是非さ

まざまな疑問をぶつけて情報を知ることをお勧めさせて

ください。本当に 5年間ありがとうございました。
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高専生の親 1 年生
機械工学科 1 年　理事　塩田　千鶴

　大きな期待を胸に高専の門をくぐった入学式から一年

が経とうとしています。小学校のころから夢はエンジニ

アと言っていた息子が高専で学ぶことは夢への第一歩を

着実に踏み出したのだと感慨深い気持ちになったことを

思い出します。

　しかし、こんなに早く専門性の高い学校に進学するこ

とに不安がなかったわけではありません。分野は違いま

すが親である私自身が専門職であるため、進学した後に

自分の適性に悩み辞めていった人たちを見てきました。

ですから学校のことを多くは語らない息子から実習が楽

しいという話を聞いた時は正直ホッとしました。これか

らは専門科目が増え、勉強に苦戦することが出てくるか

と思いますが、学ぶ楽しさを忘れず、5 年間頑張ってほ

しいと思います。ゲームをしている姿ばかり見ているの

で心配です。ちゃんと 5 年で卒業してほしいものです。

また、部活動や学校行事を通して人間的にも大きく成長

することを願ってやみません。

　高専は私が知る高校とはまるで違い、驚きと戸惑いの

連続です。私自身も高専生の親として一年生。一つ一つ

勉強し、息子が楽しい高専生活を送られるようサポート

できたらと思います。まあ当の息子は私のサポートなど

全く期待していないことは承知していますので、私自身

が楽しめたらいいなとも思います。

　今回、思いがけず理事を引き受けることになり不安も

ありましたが、理事会の活動を通して高専の事を少しず

つ知り、学校や後援会の学生に対する充実したサポート

体制に感謝の気持ちと共に素晴らしい学校で学ばせるこ

とができているという安心感を持つことができました。

この恵まれた環境でしっかりと学び、社会に貢献できる、

技術の先に人の笑顔が見えるエンジニアになってほしい

と思います。

のびのびと、心豊かに
情報工学科 1 年　理事　引地　渉

　コーヒーをブラックにするかどうかもそう。人は毎日、

何かを決断しつつ過ごしている。私自身も半世紀以上を

生き、大きな決断を迫られた場面も多々あった。結婚と

か。

　一人息子は 15 歳にして「高専への道」を決断した。

両親揃って文系人間。高専で学ぶこと、というより高専

そのものの認知度が高かったとはいえず、意外という言

葉では足りない、驚きをもって息子の決断を迎えた。高

校へ進学し、3 年後にどこかの大学へ…という想定の中

にいた私たち親は、高専の何たるかをそこから調べるこ

ととなった。

　鹿児島市に住む 15 歳の男子中学生と私たち親が、高

専を直接見聞きできる機会は少なく、学校説明会があっ

た土曜日は、初めてのことだらけの高専の何をも見逃す

まいと緊張しながらキョロキョロしていたことを思い出

す。暑い日で、お茶を飲んで休憩していたときだったか、

校内でにこやかに、爽やかに挨拶をしてくれた好青年と

出会った。見覚えのあるその顔は、息子の中学のバスケ

部の 1 学年先輩だった。高専に入学して半年、「変わっ

たぁ～！」そして「伸び伸び、楽しそう」。高専の印象

も急上昇。

　最終的に高専を受けるにあたって、息子が言った言葉

は「最短距離を行きたいから」。すでに「なりたいもの」

があって、そこを一直線で目指す、そのために高専に行

きたい、と。そこには大きな決断があった。

　入学が決まりあらためて高専を訪問して感じたこと

は、ここは高校ではないということ。高専生は学生であ

る、という事実。渡されるのも生徒手帳ではなく学生証。

言ってみれば「大人扱い」でもある。伸び伸びと過ごす

中には、大人としての責任が伴う。とはいえ、体も心も

まだまだ成長期。稼ぎもなく、そこらはまだまだ子ども

だ。

　入学と同時にスタートした寮生活も、きちんとやれて

いるか、などと心配してもしょうがないわけで。多感な

時代に過ごす寮生活で学ぶものは少なくないだろう。教

室のそれとは違う人間形成の場にもしてほしい。

　昨秋は、プロコンにも出場するというので、徳島まで

応援に駆けつけた。誇らしくもあり、全国の高専の充実

した取り組みを直接見ることもできて貴重な体験となっ

た。

　志を同じくする仲間とともに過ごす時間は、あっとい

う間だろう。高専での授業、実験、部活動、寮生活…。日々

を大切に、のびのびと、心豊かに過ごしてほしい。

　私の明日はコンビニのカフェラテ L サイズで、朝をス

タートさせよう。心豊かな一日になるように。
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「鹿児島高専だより」第73号

編 集 後 記
　「鹿児島高専だより」第73号をお届け致します。

　このたび、「鹿児島高専だより」の編集後記をお書きする機会

を得ましたこと、大変うれしく思っております。

　さて、2018年は、慶応から明治へ改元されて満150年にあたる

記念すべき年でした。2018年のＮＨＫ大河ドラマも明治維新150

年にあたることから企画されたものとお聞きします。

　その大河ドラマにも登場しました、薩摩藩第11代藩主の島津斉

彬公の言葉に、次の旨の言葉があります。

　「西洋の人も、佐賀の人も、薩摩の人も同じ人間ですから、怠る

ことなく一生懸命努力しなさい。そうすれば、西洋の人にも、佐賀

の人にもできたように、薩摩の人にも必ずできるはずです。」

　言い得て妙で、とても励みになる言葉に思います。

　2019年は、平成から次の元号への改元の年。本校が益々発展

していきますこと、願ってやみません。

　では、島津斉彬公の言葉をご紹介させて頂きましたこと、編集

後記に代えさせて頂きます。

　「鹿児島高専だより」第73号を発行するにあたりまして、ご多用

のなか原稿をご執筆頂きました皆さま方、高専だより専門委員会

の皆さま方をはじめ関係者の皆さま方、心より感謝申し上げま

す。

高専だより専門委員長　中村　格

「高専だより」専門委員会委員

委員長　　中村　　格（電気電子工学科）

委　員　　保坂　直之（一般教育科）

　　　　　徳永　仁夫（機械工学科）

　　　　　室屋　光宏（電子制御工学科）

　　　　　古川　翔大（情報工学科）

　　　　　提　　　隆（都市環境デザイン工学科）

担当事務　学生課図書情報係
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